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同志士エコプロジェクト

理念

同志社大学において、学生大学が共に環境
問題を世界的視野で捉え、その問題解決に向
けた活動を実践していく。そして、その成果を社
会に対して還元していく。

同志社エコプロジェクト(DEP)は『同志社大学省エネルギー推進委員会』の下に環境
活動を行う大学組織として、2007年に設立されました。
『環境保全・実験実習支援センター』によるサポートを受け、学生メンバーは運営と
活動に励んでいます活動体系は、省エネ活動や広報活動などの全体活動と環境
教育や映像制作などの特定のアプローチに特化した個別プロジェクトの2つを主軸と
して、多角的な活動を展開する形としています。

同志社大学
省エネルギー推進委員会

環境保全・実験実習支援センター

方針

「エネルギー」「廃棄物」「自然環境」の3分野に
主軸を置き、各分野の環境問題解決に向けて
大学の特性を生かした多面的・継続的アプロー
チを行っていく。

DE畔且織図

営部

本プロジェクトを未来につなげるための運営活動および、本プロジェ
クトの現在の活動が円滑に進むための運営活動を行う部署

活部

本プロジェクトの理念を達する、学生ならではの環境活動を実践・提
言していく部署。

全体プロジェクト

省エネ活動

同志社エコプロジェクト

京田辺校地
同志社口ーム記念館2階
RM210

活動拠点

、め1こ

大丹の点でヘ口かっての

東日本大震災によって、20Ⅱ年は社会が大きく変化しました日本全体で夏の電力消費を
大きく抑えなければなりませんでした。学内でも、図書館とのコラボレーション活動として、うち
わを配布するなど夏の省エネルギー推進にDEPが活躍しました学生・教職員の皆様方のご
協力により、夏の電力消費を大きく引き下げることができました来期も省エネルギー推進・環
境保全のための斬新なアイデア・企画がDEPから数多く提案されることを期待します。さらに、
活動を学内だけでなく、行政、企業、市民など社会との連携も視野に入れて、積極的な取組
ができることを希望しています大学の社会的責任の観点からも、大学と学生が社会との連携
を進め、さらに効果的な環境問題解決に向けての活動を展開していきたいと思います。

ローム記念館

酵,r御

個別プロジェクト
あすみチャンネル E-pho3eee

十E(環境教育) GC(国際交寺)

今出川校地
継志館3階第1教室

知真館1号館

團,,回

今"側逓

^を

ム出川

校地

あすみちゃんは、DEPのイメージ

キャラクターです。
「あすみ」という
名前には「明日美」
「明日見」
「Earth美」など、
DEPの活動方針を 、ノ

大きく、また広義に
表しています。

2011年度のDEPの活動は、組織設立から5年目になります。春に、16名の新メンバーを加
え、DEPの新しい形を模索した1年でした。個別プロジェクトが新しく立ち上がったり、省エネサ
ミットなどこれまでにない取畔且みが行われたりしまし六また、既存の活動においても、それぞ
れの活動領域の壁を越えて、新たなターゲットや手法など挑戦と工夫の跡がみられる1年でし
た。活動する学生数や企画の数も増えてきました省エネ活動、夏合宿や同志社EVEなどの
全体活動、そして5つの個別プロジェクトと、常に多くのプロジェクトが並行して活動をしていま
した。

2010年度以前の先輩たちから引き継いだ二と、20Ⅱ年度学んだことを受け止め、来季に向け
て活動していってほしいです社会の時流に乗った活動を心がけると同時に、これから社会に
必要とされる1歩先を行く活動も展開ほしいと思っています。

村田諒平
同志社エエプロジェクト第5代学生リーダー
同志社大学理工学部環境システム学科 4年次生

あすみちゃん

逓

京都御所

横川隆一
同志社大学生命医科学部医工学科教授
省エネルギー推進委員会委員長

^
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20Ⅱ年度活動紹介

20Ⅱ年度は新たな個別プロジェクトと単年度限りのプロジェクトが新設され、映像制作、環境教
政策提言、web作成、国際交流というた幅広い分野の活動を行ってきました。DEPの根幹とな育、
る省エネ活動も今までのやり方に大きく工夫を加えるなど挑戦の多い1年になりました。またプロ
ジェクト外の活動として、メンバーのスキルアップを図る「DEP塾」や、環境教育について考えてみ
る「 Eのじかん」といった自主的な取弊且みもありました。大学の枠を越えたネットワークもたくさん
でき、メンバー個人の環境活動が非常に充実していました。

あすみチャンネル
あすみチャンネノレは「映像」という手段を用いて、環境問題にアプローチしているプロジェクトで
す DEPの活動から見える「環境」をテーマにした映像コンテンツを創出・発信し、視聴者の環境
に対する意識を高め、行動を促すことをMissionとしていますまた、visionは京田辺から全国へ
環境意識の改革を行い、環境に配慮することが当たり前の社会を目指すために日々活動してい
ます

新入生歓迎会

全体活動

省エネ活動「夏期28度設定」開始
DEP塾開始

うちわ作成

(ラーネッド記念図書館と連動企画)

夏合宿

10

個別フロジェクト活動

H

+Eのじかん(+E)

同志社EVEにてごみナビゲーション

ローム記念館にてDEPのCM上映

FM802ラジオ出演(有志)
古都ピカ!!(GC)

E-pho
Eph0のテーマは『環境十写真十W此』です。非言語でも強いメッセージを与えることができる写
真と、世界中と繋がることができるウェブページを用いてフォトヘージを作成し、そこから環境の啓
発活動を行うことを目的としていますまずは、同志社生及び京田辺市に住む人をターゲットと
し、言語を用いながら写真を中心としたサイトを開設します。最終的には、世界中の人に対して、
非言語で環境啓発を行い、環境に対する意識の向上を図りたいと思、つています。

省エネ活動冬期20度設定」開始
省エネ活動省エネサミット」

あそんでまなぶじゅもんのことばセイフ'ツ夘ウセイ
(+助

DEPの学生メンバーはいずれかの個別プロジェクNこ所属し、それぞれの個性を活かした活動を
しています。20Ⅱ年度は5つの個別プロジェクトがあり、それぞれが定めたMissionとVisionに従っ
て環境活動を展開しています

中間報告会(あすみチャンネノレ)

冬合宿

わくわく!森林トレジャーハンター
(あすみチャンネノレ)

あすみちゃんとゲームで考える
~セイブツタヨウセイつてなんだ?~(+助

京都市へ政策提言~最終成果報告会~(3eee)

十E
十Eは子どもを対象とした環境教育を行うプロジェクトです。私たちの行う環境教育では、どうす
れぱ環境問題を子どもたちに理解してもらえるか、解決に繋がる行動を取ってもらえるかを考え、
創意工夫しながら伝えます。2012年は十Eで作成した環境教育に関する教材を活用し、児童館
などで環境教育を行う予定です。

個別プロジェクト1召介

KBS京都ラジオ出演
『森谷威夫のお世話になります!!』(十助

エココン20Hへの参力n(3eee)

GC
GCは国際交流を通して、環境意識を広めていくプロジェクトです。GCのVisionは「環境知識・意
識を持つ人がスタンダードとなり、地球人口=環境人口である地球を目指す。」で、 Missionは
DEPの活動と世界の環境活動を送受信することにより、学生を中心とした様々な人の環境意識・
知識が向上する場を創出する。」です現在はおもに留学生を対象にした企画を中心に活動して
います

最終成果報告会(あすみチャン

3eee
環境政策提プロジェクト3eeeとは、京都市内における様々な環境問題に対する解決策を学生
で討論し、京都市に必要な環境政策を提言するプロジェクトです。20Ⅱ年度は、環境に配慮した
ライフスタイルを確立するために、"エコ・コミュニティ活性化"に向けた3つの施策案を京都市役所
に提言しました。
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D
E
P
で
は
、
全
体
活
動
と
し
て
、
学
生
と
大
学
の

仲
介
役
と
な
る
省
エ
ネ
恬
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
、
伺
志
社
大
学
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

委
員
厶
王
で
は
、
省
エ
ネ
法
(
X
)
の
遵
守
や
社
会
貢

献
の
た
め
に
大
学
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
舌
キ
ャ
ン
ハ

ス
化
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
し
六
そ
こ
で
、
学

生
と
大
学
の
仲
立
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と
な
る
存
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と
し
て
成
立
さ
れ

た
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E
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で
t
 
そ
の
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め
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D
E
P
で
は
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員
参

加
が
必
須
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全
体
活
動
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し
て
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2
0
0
8
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よ

り
、
エ
ア
コ
ン
の
ル
岻
定
温
度
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夏
捌
羽
度
冬
期
部
度

に
一
律
で
設
定
す
る
取
り
組
み
を
行
0
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
を
円
滑
仁
進
め
る
六
め
仁
、
立
て
看
板
の

設
厩
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
仁
よ
る
周
知
活
動
や
取
り

組
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
条
計
、
さ
ら
に
、
学
生
へ

の
フ
オ
ロ
ー
活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
以
下
、

2
0
1
1
年
度
の
省
エ
ネ
活
動
と
そ
の
成
果
を
報
告

し
ま
す
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2
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1
1
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の
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で
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大
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の
省
工

ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
、
 
2
0
1
0
年
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に

引
き
続
き
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
夏
期
器
度
、
冬
期

卯
度
に
一
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で
設
定
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
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特
に
2
0
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度
は
、
 
2
0
 
1
0
午
度
、
^

暑
の
た
め
、
C
0
 
排
出
址
が
前
年
度
比
で
増
加
し
て

し
ま
う
た
と
い
う
虫
実
を
重
く
受
け
止
め
、
よ
り
省
工

ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
に
5
つ
の
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
六

(
X
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
(
通
称

省
エ
ネ
法
)

総
則
「
こ
の
法
律
は
、
内
外
に
郭
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る

経
済
的
社
会
的
環
境
に
応
じ
た
燃
料
資
源
の
有
効
な
利
用

の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
工
場
等
、
輪
送
、
建
築
物
及
び
機

械
器
具
に
つ
い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
卵
化
を
総
合

的
に
迭
め
る
た
め
に
必
要
な
措
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を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
も

つ
て
国
民
経
済
の
健
全
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に
寄
与
す
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と
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目
約

と
す
る

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
伺
志
社
火
学
は
、
 
2
0
0
3
年
か
ら

京
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
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第
1
郁
エ
ネ
ル
ギ
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理
指
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工
揚

に
指
定
さ
れ
、
既
存
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に
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い
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エ
ネ
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ギ
ー
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年
1
0
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削
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す
る
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と
が
、
侶
標
値
と
し
て
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

周
知
活
動

周
知
活
動
は
、
冷
暖
房
が
律
設
定
で
あ
る
こ
と

を
学
生
に
知
っ
て
も
ら
い
、
取
り
組
み
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動
で
す
。

2
0
1
1
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
活
動
を

周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
立
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看
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掲
示
し
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設
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す
る
こ
と
や
、
正
門
に
て
メ
ン
バ
ー
全
員
で
省
エ
ネ
活

動
へ
の
協
力
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呼
び
か
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ま
し
六
さ
ら
に
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新
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に

知
真
館
1
号
館
に
設
置
さ
れ
て
い
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晶
ハ
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省
エ
ネ
に
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い
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載
す
る
こ
と
で
、
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力
的
に
冷

暖
房
の
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設
定
を
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ま
し
た
。

室
の
温
度
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湿
度
実
測
調
査
と

学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

D
E
P
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
冷
暖
房
の
温
度

律
設
定
に
ょ
る
現
状
と
学
生
の
反
応
を
把
握
し
、

省
エ
ネ
活
動
の
方
針
を
見
直
す
こ
と
を
目
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と
し

た
活
動
で
す
 
2
0
1
1
年
度
も
2
0
1
0
年
度

に
引
き
続
き
、
京
田
辺
と
今
出
川
の
両
校
地
に
て
、

授
業
時
間
内
の
温
度
・
湿
度
を
巧
分
ご
と
に
測
定

す
る
実
測
調
査
と
、
授
業
時
間
の
部
を
い
た
だ
い

て
、
学
生
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
 
2
0
1
1
年
度
は
、
例
年
に
比
べ
て
一

律
設
定
に
関
す
る
質
問
項
目
を
充
実
さ
せ
、
新
た

に
省
エ
ネ
設
備
に
関
す
る
質
問
項
目
も
加
え
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
今
後
の
省
エ
ネ
活
動
に
具

体
的
に
活
か
せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
目
指
し
ま

し
た
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以
下
、
夏
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冬
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の
そ
れ
ぞ
れ
の
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ン
ケ
ー

ト
調
査
と
実
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胴
査
の
結
果
を
掲
載
し
ま
す

゛
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1
講
義
を
巧
分
、
こ
と
に
わ
け
、
対
象
教
室
の

気
温
と
湿
度
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
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前
年
度
の

反
省
か
ら
、
 
2
0
1
1
年
度
座
は
教
室
内
の
ー

か
所
を
計
測
す
る
の
で
は
な
く
、
 
2
か
所
で
計
測

を
行
い
ま
し
た
。

冬
期
の
グ
ラ
フ
に
注
目
し
て
み
る
と
、
全
体
を

通
し
て
見
て
み
る
と
、
京
田
辺
と
今
出
川
の
両

校
地
と
も
⑳
度
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、
両
校

地
と
も
気
温
、
湿
度
差
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
次
に
時
問
別
に
見
て
み
る
と
、
両
校

地
と
も
気
温
は
時
問
が
経
つ
に
つ
れ
て
上
昇
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
湿
度
は
逆
に
下
が
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
授
業
の
開

始
時
か
ら
終
了
時
ま
帯
に
暖
房
器
具
を
動
か

さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
か
考
え
る
必
蓼
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
異
な
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で
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気
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さ
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も
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ら
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感
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な
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ま
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で
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す
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な
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寒
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極
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が
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体
感
温
度
の
調

節
は
簡
単
に
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
律
に
温
度
設
定
を
す
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と
、
明
ら
か
に
学
習

衆
境
が
損
な
わ
れ
る
教
室
が
あ
り
ま
す
。
一
律

設
定
に
し
な
け
れ
ば
本
当
に
C
0
2
の
年
問
の
削

減
目
標
を
達
成
で
き
な
い
の
か
、
再
度
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
今
後
は
学
生
の
満
足
度

と
省
エ
ネ
活
動
の
両
立
の
鳥
仁
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定

温
度
以
外
に
も
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す

11
t

@=
叫

W

.

旦
叫

.

.
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の

26゜C

24て

22゜C

20て

18て

16゜C

温度推移

夏期温度・湿度推移グラフ

0分 15分 30分45

京田辺

28、ニ

27て

26゜C

25て

24て

23て

60分

温度推移

75分90

今出川

5096

48今6

4696

U怖

4296

4096

湿度推移

冬期温度・湿度推移グラフ

0分15分

0分

30分45分

京田辺

15 30 45

京田辺

60分75分90分

今出川

63%

62%

61%

60%
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ア
ン
ケ
ー
ト
査
結
果

エ
ネ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

ノ調
査
結
果
が
下
の
グ
ラ
フ
で
す
。

Q
1
は
認
知
度
を
確
か
め
る
設
問
で
す
。
両

校
地
を
合
わ
せ
る
と
9
割
を
超
え
る
人
か
ら

器
度
設
定
の
認
知
度
が
あ
る
と
判
断
で
き
ま

校
地
別
で
は
、
明
ら
か
に
今
出
川
の
方
が

認
知
度
が
低
い
た
め
、
周
知
活
動
の
強
化
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

Q
2
 
・
 
3
は
実
際
の
体
感
温
度
を
確
か
め
る

設
問
で
す
。
全
体
と
し
て
「
寒
い
」
と
回
響
す
る

学
生
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
開

始
時
と
終
盤
時
の
体
感
温
度
に
つ
い
て
見
て
み

る
と
、
開
始
時
は
暑
く
感
じ
て
い
た
学
生
も
、

終
盤
時
に
は
快
適
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
エ
ア
コ
ン
の
使
用
時
問
が
増
え

れ
ぱ
冷
気
が
全
体
に
回
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

Q
4
で
は
訟
度
設
定
に
関
す
る
意
見
を
集

め
ま
し
た
。
全
体
的
に
見
て
「
も
う
少
し
温
度

を
上
げ
て
ほ
し
い
」
以
外
の
項
目
は
、
ほ
ぽ
同
じ

割
合
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

項
目
は
学
生
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
、
今
後
の
省
エ
ネ
活
動
に
活
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

Q
5
は
学
生
か
ら
の
省
エ
ネ
活
動
の
評
価
を

確
か
め
る
設
問
で
す
。
総
じ
て
続
け
る
べ
き
だ

と
答
え
た
学
生
が
全
体
の
部
%
を
占
め
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
記
度
設
定

は
学
生
に
評
価
さ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

Q
6
 
・
 
7
は
省
エ
ネ
の
設
備
に
つ
い
て
の
設

問
で
す
最
新
の
省
エ
ネ
設
備
が
導
入
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
る
学
生
は
少
な
い
で
す
が
、
過

半
数
の
学
生
が
新
た
な
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
に

賛
成
し
て
い
ま
す
。

以
上
7
つ
の
質
問
か
ら
得
た
意
見
は
、
必
ず
今

後
の
省
エ
ネ
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す

0

口
省
エ
ネ
活
動
報
告

1

■

1

765

ノ

エ
ネ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

4

夏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Q
4
で
は
温
度
設
定
の
改
善

点
が
明
確
化
で
き
な
い
こ
と
、
 
Q
6
・
7
で
は
、
最
新

の
設
備
の
認
知
度
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
ょ
り
、
冬

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
こ
れ
ら
3
つ
の
設
問
を
少
し
変

更
し
ま
し
た
。

で
は
Q
1
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。
認
知
度
は
夏
と

比
べ
る
と
大
変
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
特
に
今

出
川
で
の
器
度
の
低
さ
は
目
立
0
て
お
り
、
今
後

の
周
知
活
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

Q
2
・
3
の
体
感
温
度
の
質
問
で
は
夏
に
比
べ
る

と
適
釖
で
あ
る
と
答
え
る
学
生
が
多
く
、
帥
度
設

定
に
ょ
る
省
エ
ネ
活
動
は
学
生
の
満
足
度
の
面
か
ら

み
て
も
適
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
Q

5
の
即
度
設
定
の
継
続
に
関
す
る
設
問
か
ら
も
そ

の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Q
4
の
設
問
で
は
学
生
の
意
見
を
集
め
ま
し
た

受
講
人
数
に
よ
0
て
温
度
設
定
を
変
え
る
べ
き
な

ど
、
温
度
設
定
に
関
し
て
臨
機
応
変
な
対
応
を
学

生
が
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Q
6
の
設
問
で
は
省
エ
ネ
の
設
備
に
関
す
る
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
最
新
の
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
に
多

く
の
学
生
が
贅
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

か
、
 
4
分
の
ー
の
学
生
が
「
既
存
の
設
備
の
省
エ
ネ
を

゛
、
、
徹
底
す
べ
き
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
設
備
の

導
入
と
既
存
の
設
備
に
ょ
る
省
エ
ネ
の
見
直
し
を
並

行
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す

Q
7
の
設
問
で
は
実
際
に
省
エ
ネ
活
動
の
普
及
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
徒

歩
で
の
移
動
な
ど
、
取
り
組
み
や
す
い
活
動
が
普
及

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
大
学
で
実
際

に
h
わ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
の
即
度
、
那
度
設
定
が
よ

く
普
及
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ぱ
し
い
結
果
で

す
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京田辺

TCI-118

TC2-101

MK302

S地3

R302

エアコン「20て設定」の取リ組み
をこ存知でしたか?

今出川

教室回収数

299枚

787枚

588枚

219枚

169枚

1.知つていた

Q3.この温度でガマンできますか?

全体

校地回収数

京田辺

開始時

1674枚

Q2.20C設定」のもと、体感温度はどぅ感じていますか?

%10% 3% 6%2%6% 5%1%

2 知らな力

8%

Q5,本年度以降もエアコンの温度を引き続き
20て設定」をすることについてどぅ思いますか?

京田辺

終了時

今出川

388枚

全体回収数

8%
、

52%

開始時

京田辺

^1寒い 2少し寒い 3逼瑚である

Q4.エアコン「20゜C設定」に関して、
意見・要望等はありますか?(複数回答可)

1200

1000

800

600

400

200

2062枚

1 できる

2 できな、、

開始時

Q6,知真1号館以外のほかの施設でも、
最新の省エネ設備を導入するべきだと思いますか?

50%

今出川

今後主実施していくべき
改善して続けるべき

方法を見直すへき

終了時

60%

開始時

6 72 5 9843 10

1 もう少L温度を上げτ戡Lい 6 受謁人敗によつτ温塵設定を窒えるべき

2 もう少L温度を下げて欲しい フヨい教空がある

[コ3 各"空で酒震設定を窒えるべき 8 寒い教室がある

〔コ4 その日の気君・虚厘によっτ 9 敢^1こファンを般珂するべき

'え、,き^10その他

Q7,あなた個人で取り組んでいる省エネはありますか?(複数回答可)

1 エアコン28て設定夏季 6 マイ看
1000

^フマイカツブ2 エアコン20て設定冬季

^3 節訂 8 エコバック
800

[ニコ4 節水 ^9 階段の利用
[:コ5 公共交通機関 ^10 モの他600
自転車徒歩での移動

400

200
まずは、既存の設備の省エネを
徹戚ずるべき
省エネよりも、学生の生活環境を
向上されることを優先するべき

今出川

教室

京田辺

吊をε、ゞ'こヨi安口9「又霧異」の取り組み

今出川

TCI-118

T02-101

MK302

M21

R302

9%

教室回収数

318枚

1763枚

925枚

352枚

258枚

全体 京田辺

Q3.この温度でガマンできますか7

フ%

校地回収数

開始時

1.知ていた

2.知らなかつた

3006枚

Q5.来年度もエアコンの温度を引き続き
28C設定」をすることについてどう思いますか?

京田辺

終了時

全体回収数

610枚

Q2.28て設定」のもと、

3%196

今出川

1 できる

2 できない

10

3616枚

Q6.京田辺校地の知真1号館で導入された以下の最新の省エネ設備に関して、
導入きれたごとを知っていたものを選んでくだきい複数回答可)

Q7.今後同志社大学において、今回導入されたような
最新の省エネ設備をもつと導入していくべきだと思いますか?

6怖

開始時

開始時

体感温度はどう感じていますか?

5%3怖

今出川

終了時

京田辺

Q4.エアコン「28゜C設定」に関Lて、
意見・要望等はありますか?複数回答可)

2500

2000

1500

1000

500

暑い

今後も実諸Lτ歓Lい

改 Lτ続けるべきいくべき

方法を見直すべき

終了時

696

少しい^適切である

太陽光興電システム

高効牢なヒートポンプ式エアコン

LED照明及びセンサー制御

省エネ効果を「見える{ヒする情報バネル

知らなかつた

"

開始時

.,'

今出川

終了時

"

少し寒い

".

1もう少し温度を上げτ欲しい

2 もう少L温度を下げて欲しい

3各教宣で沼度設定を変えるべき

4 モの日の気温・湿度によつτ温虚般定を変えるべき

5時問幕によっτ温塵霞定を変えるべき

6受講人散によつτ温度設定考変えるべき

7その他

い

思う

まずは、既存の設価のエネを徹底するべき

省エネよりも、学生の生を
向上きせることをするべき



2
 
0
 
1
 
1
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
を
受
け
、
電
力
需
要
の
ビ
ー
ク
に
あ
た

る
夏
に
日
本
全
体
で
節
電
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
そ
こ
で
夏
の

猛
暑
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館

と
協
働
し
て
学
生
に
対
し
て
 
7
つ
ち
わ
企

画
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
「
こ

の
夏
に
取
り
組
む
省
エ
ネ
を
う
ち
わ
に
書

き
込
め
ば
、
そ
の
う
ち
わ
を
無
料
で
も
ら

え
る
と
い
う
も
の
で
す
猛
暑
を
和
ら
げ

る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
う
ち
わ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書

い
た
人
、
こ

ノ

の
う
ち
わ
を

モ
゛
一

見
た
人
の
両

k
.

方
に
省
エ
ネ

C

'

.
゛
〒
,

意
識
を
高

め
て
も
ら
、
つ

又

こ
と
を
目

的
と
し
て
実

施
し
ま
し

゛
乎
U

た
。
・
つ
ち
わ

は
合
計
で
約
1
8
0
0
枚
配
布
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
多
く
の
学
生
に
「
こ
の

夏
に
取
り
組
む
省
エ
ネ
を
実
践
し
て
い
た

だ
き
ま
し
六

う
ち
わ
企
画

こ
れ
ま
で
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
凋

査
は
、
大
学
へ
の
報
告
書
と
提
案
書
の
提

出
と
い
う
形
で
し
か
活
か
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
 
2
 
0
 
1
 
1
 
年
座
は
新

た
に
、
学
生
が
大
学
に
直
接
省
エ
ネ
の
方

策
を
提
案
す
る
場
と
し
て
「
省
エ
ネ
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
全
学
生
の
川
ハ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
約
 
3
 
5
 
0
 
0
 
枚
も
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
主
に
冷
暖
房
の
律

設
定
」
と
省
エ
ネ
成
備
の
導
入
に
関
し

て
省
エ
ネ
の
方
策
を
作
成
し
、
大
学
じ
拙

言
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
裏
付
け
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
企
画
で
は
学
生
大
学

の
職
員
の
方
々
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
「
学
生
の
意
見

省
エ
ネ
サ
ミ
ッ
ト

口
省
エ
ネ
活
動
報
告

エ
ネ
設
備
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
?

ノ2
0
1
1
年
度
に
導
入
さ
れ
た
省
エ
ネ
設
備
は
、

知
真
館
1
号
館
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
番
見
え

る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
は
1
階
の
通
路
に
あ
る
省
エ
ネ

パ
ネ
ル
」
で
す
こ
の
ハ
ネ
ル
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発

電
状
況
な
ど
の
省
エ
ネ
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
ま

た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
エ
ア
コ
ン
は
屋

上
に
設
価
さ
れ
て
い
ま
す

す
る
場

司
大

さ
ん
か
ら
の
コ
〆
ノ
ト

ー
.
今
度
D
E
P
の
省
エ
ネ
活
動
に
関
し
て
、

施
設
課
か
ら
D
E
P
に
期
待
す
る
こ
と

昨
年
3
村
の
震
災
以
降
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地
に
お
い
て
も
照
明
の

問
引
き
、
消
灯
、
空
稠
の
運
転
制
御
等
に
ょ
り
C

0
 
前
年
度
比
別
%
減
と
大
幅
に
C
O
.
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
こ
数
年
の
D
E
P
の

省
エ
ネ
活
動
が
あ
0
た
か
ら
こ
そ
学
生
か
ら
の
大

き
な
反
対
な
く
大
胆
な
省
エ
ネ
施
策
を
実
行
で

き
た
結
果
と
も
い
ぇ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
も
施
設
課
が
D
E
P
に
ま
ず
期
待
す
る
の

は
、
学
生
教
職
員
の
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
意
識
の

啓
蒙
で
t
。
空
調
設
備
の
改
修
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

面
で
の
省
エ
ネ
は
大
変
な
費
用
が
か
か
る
た
め
簡

単
に
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
他
方
、
設

定
温
度
の
き
め
細
か
い
調
整
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で

の
省
エ
ネ
は
施
設
利
用
者
の
意
識
で
大
き
く
前
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伺
志
社
大

学
に
か
か
わ
る
全
て
の
人
々
の
省
エ
ネ
意
幟
向
上

の
た
め
活
動
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す

入
学
お
報
告
書
の
提
出
と

来
年
度
以
降
の
活
動
提
案

争

ー
ー
年
度

省
エ
ネ
活
動
総
括

私
た
ち
の
活
動
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

温
皮
湿
座
調
査
の
報
告
書
を
基
に
、
今

後
の
省
エ
ネ
推
進
活
動
綴
告
霄
を
大
学
に

提
出
し
、
今
後
の
省
エ
ネ
活
動
を
よ
り
良

く
改
善
す
る
た
め
の
活
動
で
す

2
 
0
 
1
 
1
年
度
の
夏
期
省
エ
ネ
活
動
報
告

番
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
得
る
こ
と

で
き
た
一
定
の
評
価
に
基
づ
き

が2
0
1
1
年
度
の
活
動
を
踏
襲
す
る
方
針

を
提
案
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
大
学
の
舌

キ
ャ
ン
ハ
ス
化
に
向
け
て
、
よ
り
良
い
省
工

ネ
活
動
を
大
学
に
対
し
て
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

1
今
後
の
活
動
内
容
1

学
内
の
省
エ
ネ
戦
略
と
し
て
、
 
2
 
0
 
1
 
2

度
の
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
「
効
果
の
見

え
る
化
」
と
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
2
 
つ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

つ
目
の
「
効
果
の
見
え
る
化
」
と
は
、
同

志
社
大
学
や
D
E
P
が
行
っ
て
い
る
活
動
の

効
果
を
、
学
生
に
し
つ
か
り
伝
え
る
こ
と
で

す
学
生
と
共
同
し
て
省
エ
ネ
活
動
を
す

る
六
め
に
も
、
効
果
を
公
表
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
学
生
に
評
価
し
て
も
ら
い
ま
す
。

つ
月
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
実
際
に

体
を
動
か
し
環
境
活
動
を
精
力
的
に
行
う

こ
と
で
す
。
ご
み
拾
い
な
ど
の
活
動
を
増

や
す
こ
と
で
、
学
生
の
意
識
を
向
上
さ
せ

2
0
 
1
1
午
度
、
同
志
社
大
学
の
空
調
に
関

す
る
C
 
O
 
.
排
出
量
は
、
前
年
度
と
比
、
へ
て

1
 
3
 
7
 
t
 
の
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。

2
 
0
1
0
年
度
前
年
比
で
ー
%
増
加
し
た
実

状
か
ら
す
る
と
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 
2
 
0
 
1
 
1
度
の
D
 
E
 
P
 
の
省
エ
ネ

活
動
は
、
例
年
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
活
動
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
加
え
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
と

の
共
同
企
画
や
省
エ
ネ
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
、
学
生

に
も
っ
と
学
内
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
さ
ら
な
る
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

企
画
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
新
し

い
試
み
を
実
施
し
た
結
果
、
 
D
E
P
の
省
エ
ネ

活
動
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
点
と
新
た
な
可
能

性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
D
E
P
は
今
回
の
削
減
結
果
で
満
足

す
る
の
で
は
な
く
、
 
4
年
問
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
収
集
し
た
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
と
、
教
職
員
の
方
々
や
学
生
の
み
な
さ
ん
の

協
力
を
頂
き
、
さ
ら
な
る
排
出
量
削
減
を
目

指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
の
省
エ
ネ
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す

0

施
設
課
が
D
E
P
に
協
力
で
き
る
二
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
用
状
況
や
火
冉
玉
簾
他
つ
い

て
の
情
報
は
環
境
保
全
・
実
験
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー

を
?
己
て
提
供
で
き
1
思
い
ま
す

よ
り
璽
ネ
意
識
の
南
い
キ
ャ
ン
ハ
ス
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
聖
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す

と
し
て
、
今
後
も

発
展
さ
せ
て
い

、

き
た
い
と
考
え

し

て
い
ま
す

学
内
の
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す

以
上
 
2
 
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
大
釖
に
し
、

来
年
度
の
省
エ
ネ
活
動
に
力
を
入
れ
て
、

き
ま
す

一
剪
1
っ
一
君
¥
ー

2
 
0
 
1
 
1
年
度
同
志
社
大
学
は
、
 
1
 
3
 
7
 
t

も
の
C
O
.
排
出
量
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。

夏
期
冬
期
乞
も
に
、
知
真
 
1
 
・
 
2
 
号
館
の

C
0
 
排
出
量
が
約
半
分
に
減
少
し
ま
し
た

こ
れ
は
、
 
2
 
0
 
1
 
0
年
度
の
2
月
か
ら
知
真
1

号
館
に
最
新
の
高
効
率
空
調
設
備
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
表
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
知
+
具

館
1
・
2
号
館
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
校

舎
で
排
出
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
こ
の
結
果

か
ら
、
設
備
の
導
入
の
み
に
関
わ
ら
ず
学
内
の

風

堂
ネ
活
動
F
A
Q

亘

省
エ
ネ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
様
々
な
疑
問
・
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
に
お
答
え
し
ま
す

y

効
果

.

4

ロ
ー
ど
こ
で
ノ
ム
さ
ま
力
?

J

例
年
は
D
E
P
の
年
問
報
告
書
で
の
み
の
公
表
で
し

た
が
、
 
2
0
1
1
年
度
か
ら
は
同
志
社
大
学
の
ホ
ー

ム
ヘ
ー
ジ
上
に
り
ン
ク
が
貼
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

、
篤

省
エ
ネ
に
対
す
る
姿
勢
が
向
上
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
2
0
 
1
2
年
度
か
ら
こ
の
良
い
流
れ
が
途
釖

れ
る
事
の
な
い
よ
う
、
こ
の
結
果
を
学
生
に
向

け
公
表
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
効
果
を
認
識
さ

せ
、
学
内
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
対
し
即
解

を
乍
侍
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
よ
う

そ
の
上
で
大
学
と
学
生
が
体
と
な
り
、
さ
ら

な
る
成
果
に
恂
け
省
エ
ネ
活
動
を
ま
す
ま
す
推

進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

室
ご
と
に
温
度
設
定
を
し
て
ほ
し
い

校
舎
に
ょ
っ
て
設
定
を
教
室
単
位
で
行
え
る
所
と

そ
う
で
な
い
所
か
あ
る
た
め
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
個
別
に
調
整
で
き
た
と

し
て
も
教
室
の
状
況
は
常
に
変
化
す
る
た
め
、
全
員

が
満
足
す
る
温
度
設
定
を
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
満
足
度
の
向
上
の
た

め
に
も
解
決
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

.
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ご

全
体
会
概
要
と
総
括

D
E
P
で
は
、
月
に
1
度
メ
ン
バ
ー
全
員
が

集
ま
る
全
体
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
全
体

会
の
目
的
は
、
「
環
境
に
関
す
る
知
識
面
の

強
化
と
「
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
運
営
す
る
上
で
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
で
す
。
毎
月
異
な
る
メ
ン
バ
ー

が
運
営
を
担
当
し
、
テ
ー
マ
や
形
式
を
考
え

る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
日
の
進
行
ま
で
を
行
い
ま

す
 
2
0
1
1
年
は
、
個
別
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の

視
点
か
ら
テ
ー
マ
設
定
を
行
っ
た
月
や
、
省
工

ネ
に
関
す
る
企
画
の
予
行
を
行
0
た
月
も
あ

り
、
全
体
会
と
い
う
場
を
上
手
く
活
用
し

て
、
日
頃
の
活
動
や
企
画
の
質
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度
全
体
会

俊
介
様
を
お
招
き
し
、
十
ど
も
の
頃
や
D
E
P
に

入
っ
た
頃
を
振
り
返
る
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ
^
か
ら
、
 
f
ど

も
の
頃
の
経
験
や
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

衆
境
教
育
の
世
界
へ
」
で
は
、
環
境
教
育
の
目
的

や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
環
境
教
育

の
一
つ
で
あ
る
わ
た
し
は
だ
れ
で
し
よ
う
?
と
い

う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー

を
通
し
て
、
環
境
教
育
の
必
要
性
や
そ
の
お
も
し
ろ

さ
に
気
づ
い
た
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
実
際
に

体
を
動
か
し
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と
に
ょ
0
て
、
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
か
う
た
環
境
教
育
を
具
体
的
に
知
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
環
境
教
育
と
0
0
で
つ
く
る
世
界
」
で
は
、
個
別

ブ
ロ
ジ
エ
ク
ト
ビ
と
に
自
分
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
特
徴

や
強
み
を
分
析
し
、
喋
境
教
育
と
の
三
フ
ボ
企
画
を

考
え
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
も
た
く
さ
ん
の
強
み
が
出
て
き
て
、
ユ
一
一
ー
ク
な

企
画
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
が
自
分
た
ち
の
恬
動
の
魅
力
を
改
め
て
考
え
る

こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

6
月
期
の
全
体
会
で
は
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
環

境
數
育
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
自
分
の

ル
ー
ツ
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
老
え
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
活
動
に
つ
な
が
る
わ
重
な
1
日
に
な
り

ま
し
た
。

6
月
期
全
体
会

1
活
動
内
容
1

6
月
期
全
体
会
は
、
環
境
教
育
を
軸
に
、
環
境
問

題
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
ど
の

よ
う
に
尊
重
す
る
か
、
お
互
い
に
力
を
強
め
あ
え
る

D
E
P
を
ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と

が
目
的
で
し
た
。
そ
し
て
、
「
自
分
の
ル
ー
ツ
を
探

れ
!
」
「
環
境
教
育
の
世
界
へ
」
「
環
境
教
育
と
0
0

で
つ
く
る
世
界
」
の
3
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

「
自
分
の
ル
ー
ツ
を
探
れ
!
」
で
は
、
つ
く
る
と
こ
ろ

(
京
阪
東
口
ー
ズ
タ
ウ
ン
共
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)
の
森
川

月
月
1
2

ー
つ
く
る
と
こ
ろ
の
森
川
俊
介
様
よ
り
ー

自
分
の
ル
ー
ツ
を
探
せ
と
い
う
テ
ー
マ
で
2
0
分

の
時
問
を
い
た
だ
き
、
D
E
P
に
来
た
き
0
か
け
^
子

ど
も
の
頃
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
仲
問
と

話
す
場
の
き
0
か
け
づ
く
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

久
し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の
学
生
た
ち
と
触
れ
合

熱
い
想
い
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

、
、
レま

し
た
。
学
生
の
時
に
伺
じ
想
い
を
も
う
仲
問
た
ち

と
、
あ
れ
こ
れ
悩
み
な
が
ら
形
に
し
て
い
く
こ
と
は

か
け
が
え
の
な
い
『
宝
』
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

念
、
活
動
内
容
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
共
有
し
ま

し
た
。
ま
た
、
D
E
P
内
で
の
写
真
の
管
理
力
法
の
周

知
を
行
い
ま
し
た
。
欧
に
、
今
回
の
全
体
会
の
メ
イ

ン
と
な
る
S
P
Z
Ⅱ
を
行
い
ま
し
た
0
 
4
0
の
チ
ー
ム

緊
田
辺
校
地
内
を
歩
き
回
り
、
圃
ヨ
0
が
作
成

し
た
環
境
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
写
真
で
答
え

を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
予
想
以
上
に
、

ど
の
チ
ー
ム
も
難
し
い
問
題
に
も
正
解
し
て
お
り
、

メ
ン
バ
ー
の
環
境
知
識
の
多
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
ご
と
の
課
題
と
し
て
秋
を
感

じ
ら
れ
る
も
の
」
メ
ン
バ
ー
の
新
た
な
面
」
同
志

社
外
に
発
信
し
た
も
の
同
志
社
で
新
た
に
発
見

し
た
物
事
を
提
木
し
、
写
真
に
収
め
て
き
て
も
ら

い
ま
し
た
。
S
P
Z
Ⅱ
終
了
後
、
チ
ー
A
ご
と
に
課
題

写
真
の
プ
レ
ゼ
ン
を
h
い
ま
し
た
課
題
に
対
す
る

様
々
な
捉
え
方
が
あ
り
、
各
チ
ー
ム
の
個
性
が
出
た

プ
レ
ゼ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
、
他
大
学
か
ら
講

師
の
方
を
お
招
き
し
、
「
写
真
の
撮
り
方
講
座
」
を

開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
主
に
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
仕
様
や
、
揚
面
ご
と
の
機
能
の

使
い
分
け
を
学
び
ま
し
た
。
室
内
で
の
説
明
だ
け
で

な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
外
に
出
て
撮
影
の
実
践
を

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か
ら
、
多
く
の
参
加
者
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
環
境
団
体
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
た
め
、

互
い
の
活
動
の
認
知
や
意
見
交
換
、
そ
し
て
何
よ
り

毎
年
D
E
P
行
っ
て
き
た
同
志
社
E
V
E
の
ご
み

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
今
年
は
過
占
最
多
の
部

名
が
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
伺
志
社
E
V
E
で

生
じ
る
大
量
の
廃
棄
物
問
題
に
対
応
し
環
境
保
全

に
貢
献
す
る
こ
と
や
泥
臭
い
環
境
活
動
を
肌
で
感

じ
、
広
い
視
野
で
環
境
問
題
を
捉
え
る
機
会
と
し
て

と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
始

め
た
廃
油
回
収
も
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
み
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
廃
油
回

収
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
今
ま
で
以

上
に
様
々
な
取
り
組
み
を
自
発
的
に
行
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ぱ
と
考
え
て
い
ま
す
。

'
加
者
の
感
〒

ご
み
を
捨
て
に
来
た
来
場
者
の
方
々
と
の
コ
ミ
丑
一

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
ス
タ
ッ
フ
伺
士
の
「
お
疲
れ
様
の
か

け
合
い
が
、
や
っ
て
い
て
ょ
か
っ
た
な
と
思
え
る
瞬
間

で
ナ
ご
み
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
今
回
で
3
回
目
と

な
り
ま
す
が
、
作
業
の
効
率
化
や
成
果
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
の
を
実
感
で
き
る
の
で
、
来
年
以
降
も
引

き
続
き
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

如

火
学
の
枠
を
越
え
た
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
 
S
P
Z
Ⅱ
で
は
、
伺
で
=
0
の
活
動

意
襲
が
よ
く
見
え
な
い
と
い
う
止
覚
も
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
復
反
省
し
、
こ
れ
か
ら
の
司
号
0
の
活
動

に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
点
で
す

'
加
者
の
感
甲

S
P
Z
Ⅱ
で
は
、
い
か
に
「
自
然
の
豊
か
さ
」
を
写
真

で
表
現
す
る
か
を
号
え
る
こ
と
で
、
自
然
一
を
普

段
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
捉
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
大
学
敷
地
内
に
は
多
く
の
木
々
や
草
花
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
な
の
だ
と

改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た

扣
月
期
全
体
会

1
活
動
内
容
1

玲
月
の
全
体
会
は
、
甲
ヨ
0
が
企
画
し
ま
し
た
 
D

E
P
内
で
も
m
ー
ヨ
0
の
こ
と
を
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
メ

ン
バ
ー
が
多
い
と
感
じ
、
m
,
ヨ
0
が
生
ま
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
m
毛
.
『
勺
=
0
§
里
マ
N
(
以
下
S
P
Z
と
t

る
)
を
通
じ
て
、
も
つ
と
甲
喜
0
の
活
動
意
義
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
 
D
E
P

メ
ン
バ
ー
が
こ
れ
か
ら
広
報
な
ど
で
写
真
を
撮
る
機

会
が
多
く
な
る
た
め
、
写
真
の
撮
影
技
術
や
写
真

の
処
目
理
方
法
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的

と
し
ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
、
m
 
a
0
が
結
成
さ
れ
た
経
緯
や
理

1
活
内
容
1

Ⅱ
月
加
か
ら
器
日
に
行
わ
れ
た
同
志
社
E
V
E

に
お
い
て
、
 
D
E
P
は
例
年
の
こ
み
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

に
加
え
て
、
新
た
に
廃
油
回
収
を
行
い
ま
し
た
。
交

代
で
シ
フ
ト
を
組
み
、
川
時
か
ら
即
時
ま
で
E
V
E

実
行
委
員
の
方
々
と
協
力
し
て
作
業
し
ま
し
た
。
ご

み
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
<
,
出
川
キ
ャ
ン
ハ
ス
内
に

設
歳
さ
れ
た
5
か
所
の
ご
み
箱
の
前
で
来
場
者
に

対
し
て
、
こ
み
分
別
の
呼
び
か
け
や
、
り
サ
イ
ク
ル
を

す
る
た
め
に
割
り
ば
し
の
回
収
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
年
々
来
場
者
の
マ
ナ
ー
は
よ
く
な
0
て
お
り
、
き

ち
ん
と
可
燃
物
へ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
ビ
ン
な
ど
を

分
別
し
て
捨
て
て
い
た
だ
け
る
一
一
と
が
多
く
な
り
、

割
り
ば
し
の
回
収
も
川
蚫
以
上
に
も
な
り
ま
し
た
。

回
収
し
た
割
り
ぱ
し
は
王
子
製
紙
株
式
会
社
様
に

引
き
渡
し
、
紙
資
源
と
し
て
り
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま

す
。
模
擬
店
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済
み
て
ん
ふ
ら

油
の
回
収
は
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
出

店
団
体
に
対
し
て
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
困

難
で
し
た
が
、
 
1
0
o
n
以
上
も
圓
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
同
収
し
た
廃
油
は
株
式
会
社
レ

ボ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
様
に
引
き
渡
し
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し、

E-ph0メンノξ一

省エネチーム

有'ネミメンノ{^

選挙管理委員会

OP会&冬合宿運営チーム

卒業生

2011

.'.
、ノ

全体会年間スケジュール
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新歓を兼ねたプロジェクト紹介&交流新歓チーム4月

省エネチーム5月省エネに関するディスカッション
+E&有志メンバー6月環境教育

夏合宿運営チーム7月夏合宿予行

夏合宿運営チーム8月夏合宿

9月

10月 Super photoraⅡy Z Ⅱ

Ⅱ月省エネサミット予行

捻月 EVE祭のごみナビ&廃油回収

リーダー選挙

冬合宿

3月卒業生最後の全体会

年度体会



D
E
P
で
は
、
夏
の
長
期
休
暇
を
利
用
し
毎
年

恒
例
1
泊
2
日
の
夏
合
宿
を
行
い
ま
す
。
今
年

は
森
林
を
テ
ー
マ
と
し
て
環
境
ス
テ
ー
ジ
の
発
表

を
チ
ー
ム
毎
に
行
い
、
メ
ン
バ
ー
が
抱
く
想
い

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

概
要

1
開
催
日
時
1

8
月
那
日
(
日
)
か
ら
四
日
(
月
)

夏
合
宿
&
冬
合
病

1
場
所
1

伺
士
心
社
び
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

1
劉
的
1
D
E
P
メ
ン
バ
ー
問
交
流

1Ⅱ
 
D
E
P
メ
ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

・
P
」
マ
ネ
、
シ
メ
ン
ト
カ

・
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
カ

・
新
メ
ン
バ
ー
の
基
礎
力

・
プ
レ
、
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

Ⅲ
環
境
に
関
す
る
知
識
の
向
上

'
.
一

7
月
全
体
会
で
は
夏
合
宿
と
同
じ
チ
ー
ム
分
け
で

短
編
ス
テ
ー
ジ
を
制
作
し
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
7

月
全
体
会
に
お
い
て
は
、
満
足
な
短
編
ス
テ
ー
ジ
を

作
り
上
げ
た
チ
ー
ム
は
少
な
か
っ
た
こ
と
が
メ
ン

バ
ー
の
感
想
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
想
い
を
伝
え
る

こ
と
よ
り
も
、
 
D
E
P
メ
ン
バ
ー
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

こ
の
よ
う
な
7
月
全
体
会
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、

ど
ぅ
す
れ
ば
上
手
く
想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
考
え
、
夏
ム
ロ
宿
の
ス
テ
ー
ジ
を
形
に
し
ま

し
た
。

゛

1
泊
2
日
の
合
宿
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
の
が
、
環

境
を
抜
き
に
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
頭
と
体

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
普
段

と
は
違
う
た
メ
ン
バ
ー
の
一

面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
同
士
が
仲
良
く
な
る
こ
と
も
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
活

動
に
お
い
て
は
重
要
な
こ
と
で
す
笑
顔
が
絶
え
な

い
素
敵
な
ひ
と
と
き
で
し
た

◆
劇
団
ゴ
リ
ラ

と
あ
る
市
の
市
長
選

を
舞
台
と
し
、
 
3
人
の

候
補
者
が
、
自
治
体
の

保
有
す
る
森
林
の
ど
ぅ

い
っ
た
魅
力
を
活
か
し

.

.

て
い
く
の
か
を
熱
弁
す

る
と
い
っ
た
内
容
で
し

た
。
生
物
多
様
性
、
防

災
機
能
、
癒
し
の
力
と
い
う
た
森
林
の
魅
力
を
語
る

候
補
者
の
演
説
に
力
が
入
っ
て
お
り
、
想
い
が
伝
わ

り
や
す
く
高
評
価
で
し
た
。
斬
新
だ
っ
た
構
成
も
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ン
は
ー

テ
ー
マ
で
あ
る
森
林
を
調
べ
て
い
く
上
で
感
じ
た

「
想
い
」
を
自
由
な
形
式
で
発
表
す
る
と
い
う
も
の
で

す
形
式
が
先
に
決
め
ら
れ
て
い
な
い
点
に
特
徴
が

あ
り
、
難
し
さ
が
あ
り
ま
す

'
.

森
林
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
か
ら
そ
の
活
動
内
容

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
を
団
的
と
し
た
轟
演
会
を
h
い
ま
し
た
。

講
師
紹
介

有
山
泰
代
様

周
然
保
護
恊
会
の
自
然
観
察
指
導
員
の
資
格
を

持
ち
、
幽
然
保
護
の
活
動
を
な
さ
っ
て
い
ま
t
。
里

山
の
保
全
活
動
に
つ
い
て
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

也

"

発
表
す
る
場
所
の
確
認

や
台
詞
を
最
終
確
認
す
る

、

た
め
の
時
間
も
設
け
ま
し

た
。
こ
の
時
問
を
利
用
し
て

環
境
保
全
・
実
験
突
習
支

雫

援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
か
ら
客

観
的
な
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
本
番
で
委

縮
し
な
い
た
め
に
「
緊
張
の
ほ
ぐ
し
方
講
座
を
行
い

ま
し
た
。

テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
六
唯
森
林
を
実
際
に
訪
れ

て
い
る
チ
ー
ム
と
い
う
二
と
も
あ
り
、
森
林
を
ぜ
ひ

一
度
訪
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た

林
エ
リ
カ
様

株
式
会
社
H
i
b
 
a
 
n
 
a
に
イ
ン
タ
ー
ン
で
通

う
大
学
生
で
す
。
会
社
で
扱
っ
て
い
る
木
製
へ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
中
心
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
う
い
て
公

園
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
つ
た
。

＼

マ
リ
オ
パ
ー
テ
ィ
ー

奄
美
大
島
を
舞
台
と

し
た
。
世
界
遺
産
登
録

の
是
非
に
つ
い
て
の
ス

テ
ー
ジ
で
し
た
。
世
界

遺
産
登
録
と
聞
く
と

喜
ば
し
い
こ
と
の
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
登
録

さ
れ
る
と
観
光
客
が

増
え
:
こ
み
問
題
に
繋

が
る
な
ど
多
く
の
問
題
を
も
た
ら
し
ま
す
森
林

を
守
る
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
よ
い
も
の
か
と
い
う
現
地

の
苦
悩
が
仏
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
か
ぶ
と
む
し

世
界
の
森
朴
破
壊

を
引
き
起
こ
し
て
い
る

の
は
他
で
も
な
い
日
本

だ
と
い
う
衝
撃
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
が
始

ま
り
ま
し
た
。
日
本
の

ス
ー
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
多
く
並
ん
で
い
る
商

品
を
作
る
た
め
に
森
林
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
買
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
本
番

森
林
を
テ
ー
マ
と
し
た
環
境
ス
テ
ー
ジ
の
上
演
を

行
い
ま
し
た
ー
ケ
月
の
努
力
の
甲
斐
が
あ
り
、
フ

月
全
体
会
で
の
短
編
ス
テ
ー
ジ
と
比
べ
る
と
完
成
度

が
格
段
に
上
が
0
て
い
ま
し
た
こ
こ
で
は
全
5
チ
ー

ム
の
ス
テ
ー
ジ
を
単
に
紹
介
し
ま
す

※
◆
チ
ー
ム
名

振
り
返
り

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
後
は
、
夏
合
稱
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
夏
合
補
で
役
も
の
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

活
か
す
た
め
の
時
間
で
し
た
。
ま
ず
は
「
夏
合
宿
の

感
想
」
と
「
夏
合
宿
で
得
た
も
の
」
の
2
項
目
に
つ
い

て
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
D
A
P

実
際
に
宇
治
市
の
天

ケ
瀬
ダ
ム
に
あ
る
森
朴

を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
、

そ
の
時
の
写
真
と
共
に

森
林
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン

◆
ヨ
ッ
シ
ー
ス
ト
ー
リ
ー

D
E
P
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
舞
台
と
し
て
、
現
在

の
森
林
の
抱
え
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、
自

分
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
そ
の
問
題
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か

を
苫
え
ま
し
た
。
旧

本
の
森
林
管
理
体
制

に
一
石
を
投
じ
る
べ
く

政
策
提
言
を
す
る
と

い
う
決
定
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
形
式

だ
0
た
た
め
論
理
的
で

分
か
り
や
す
い
も
の

に
な
り
ま
し
た

夏
合
宿
の
感
想

先
業
の
発
表
の
上
乎
さ
に
滋
い
た
。

普
段
関
わ
ら
な
い
D
E
P
メ
ン
バ
ー
と
話
す
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た

夏
合
宿
で
得
た
も
の

先
輩
と
一
緒
に
ひ
と
う
の
も
の
を
作
り
上
げ
る

二
と
で
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
活
動
の
考
え
方
を
学
ん
だ

ス
テ
ー
ジ
の
発
表
を
通
じ
て
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
に
気
づ
け
た

夏
合
宿
を
終
え
て

夏
合
宿
で
は
「
想
い
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
「
想
い
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
は

環
境
活
動
を
す
る
上
で
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
た

メ
ン
バ
ー
の
発
案
に
ょ
る
も
の
で
す
。
企
画
書
を
書

い
て
メ
ン
バ
ー
に
想
い
を
伝
え
、
協
力
を
求
め
る
こ
と

や
、
企
画
を
行
う
上
で
留
学
生
や
こ
ど
も
た
ち
、

学
生
に
環
境
へ
の
想
い
を
よ
り
上
手
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
方
々
を
巻
き
込
ん
だ
活

動
が
で
き
、
 
D
E
P
の
活
動
が
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
当
初
掲
げ
た
目
的
の
「
D
E
P
メ
ン
バ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
に
つ
い
て
は
、
新
メ
ン
バ
ー
は
先
輩

の
背
中
を
見
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
メ

ン
バ
ー
は
チ
ー
ム
を
率
い
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
「
D
E
P
メ
ン
バ
ー
問
の
交
流
」

が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
笑
顔
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー

を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。

夏
合
宿
は
D
E
P
に
入
っ
て
き
た
新
メ
ン
バ
ー
が
、

D
E
P
で
活
動
す
る
こ
と
へ
の
可
能
性
を
感
じ
ら
れ

る
場
で
あ
0
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
 
D
E
P
の

活
動
を
今
後
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
こ
れ

か
ら
の
夏
合
宿
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
で
き
れ
ぱ

と
思
い
ま
す

夏
合
,
補
を
通
し
て
、
発
表
の
仕
方
や
環
境
知
識

な
ど
の
面
で
、
後
輩
は
先
輩
か
ら
学
ぶ
場
面
が
多

か
つ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
で
の

活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
メ
ン
バ
ー
の
新
た
な

面
に
も
気
づ
け
ま
し
た
。

、

そ
し
て
半
年
後
の
自

分
」
と
そ
の
た
め
に
今

す
る
べ
き
こ
と
」
を
書
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

決
意
を
胸
に
、
夏
合
宿

後
の
活
動
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す

1 臼目
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11:15 同志社びわこりト1/ートセンター到着同
尽11:30

12:45 講演会
15:30 レクリエーション

17:30 夕食
19:30 前日りハーサル
2:00 就寝

2日目
6:45

フ:3Q

9:10

12:10

13:00

14:00

16:30

17:00

19:00

,画

ラジオ体操
朝食
ステージ本番
昼食
ステージ本番
振り返り
片付け&出所準備
リトリート出発
同志社大学京田辺校地着

夏合宿

^^^

jf1金、
^



詞
ヨ
0
は
非
一
喜
で
あ
る
写
真
を
通
し
て
、

環
境
に
対
す
る
意
散
を
恂
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
サ
イ
ト
を
作
成
し
、
運
営
す
る
こ
と
が

主
な
活
動
で
す
。
ま
た
、
伺
時
に
D
E
P
の
サ

イ
ト
も
運
営
す
る
予
定
で
す
。

伺
耳
0
の
サ
イ
ト
で
は
非
嘉
で
あ
る
写
真

を
通
じ
て
、
 
D
E
P
の
サ
イ
ト
で
は
文
章
を
通
じ

て
、
環
境
に
つ
い
て
伝
え
て
い
き
ま
す

.

.

'

一

」

口
 
m
,
で
=
0

は
じ
ま
り
の
一
年

『
m
 
で
丁
0
を
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
し
て
根
付
か
せ

る
そ
し
て
、
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
。
』

こ
れ
が
2
0
1
1
年
度
の
課
題
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
 
2
 
0
 
1
 
0
年
度
太
に
誕
生
し
た

剛
号
0
の
初
期
メ
ン
バ
ー
は
今
年
度
で
卒
業

し
、
立
ち
上
げ
た
時
の
想
い
を
直
接
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
今
年
ま
で
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
想
い
を
形
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
番
の

方
法
が
、
サ
イ
ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
だ
と
老

え
た
か
ら
で
す
。

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
し
て
根
付
か
せ
る
に
は
、
初

期
メ
ン
バ
ー
の
想
い
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
メ

ン
バ
ー
自
身
が
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に
所
属
し
て
い
る

と
い
う
責
任
感
を
持
ち
、
楽
し
む
こ
と
が
大
喫

だ
と
考
え
ま
し
た
方
、
サ
イ
ト
を
完
成
さ

せ
る
に
は
、
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
知
識
や

技
術
の
向
上
が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
た

だ
、
メ
ン
バ
ー
集
め
か
ら
始
め
た
私
た
ち
に
は
、

サ
イ
ト
を
す
ぐ
に
作
成
で
き
る
ほ
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
知
識
も
な
け
れ
ぱ
、
カ
メ
ラ
の
知
識

も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ぱ
上
回
生
が
教
え
、
時

問
を
設
け
て
皆
で
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
で
、

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に
対
す
る
女
任
感
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
六

サ
イ
ト
を
つ
く
る
に
あ
た
つ
て

2
 
0
 
1
 
0
度
太
か
ら
活
動
を
開
始
し
た

m
'
ゴ
0
は
、
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
す
る

「
デ
ザ
イ
ン
班
」
、
デ
ザ
イ
ン
班
か
ら
受
け
取
っ

た
デ
ザ
イ
ン
案
を
基
に
サ
イ
ト
を
作
成
す
る

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
班
、
閲
覧
者
を
均
や
t
た
め

に
企
画
を
考
案
し
、
実
施
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

班
一
の
3
つ
の
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。以
下
に
、
 
3
つ
の
班
の
活
動
に
つ
い
て
詳
し
紹

介
し
ま
す

コ
フ
ザ
イ
ン
班
は
、
写
真
が
主
で
あ
る

m
 
ヨ
こ
の
サ
イ
ト
を
、
見
や
ナ
く
、
ま
た
見
た

人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
に
す
る
こ
と
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
サ
イ
ト
の
構
成
を
わ
か
り
や
t
く
す
る

た
め
に
、
サ
イ
ト
全
体
を
表
で
示
し
た
樹
形
図

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
へ
ー
ジ
が

必
要
か
を
考
え
、
全
。
ヘ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ン
班
は
絵

コ
ン
テ
で
決
め
た
デ
ザ
イ
ン
を
起
こ
す
た
め
に

一
=
仁
一
「
里
0
「
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
に

動
き
を
出
す
た
め
に
司
一
易
=
を
使
う
の
で
、

勺
一
訟
=
勉
強
会
を
開
き
、
技
術
を
伸
ば
し
て
い

ま
す

ク
リ
エ
イ
タ
ー
班
」
は
現
在
、
サ
イ
ト
作
り

の
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
勉
強
と
、
新

人
生
の
た
め
の
教
材
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
班
の
勉
強
会
で
は
、
サ
イ
ト
制

作
専
用
の
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
サ
イ
ト
作
り
の

練
習
や
、
 
H
T
M
L
言
語
の
読
み
方
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
夏
休
み
に

は
、
伺
喜
0
の
ト
ッ
プ
ヘ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
た

デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
 
1
人
で
ト
ッ
プ
ヘ
ー
ジ
を

作
成
す
る
と
い
う
課
題
を
行
い
、
 
1
人
1
人
の

技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ク

リ
エ
イ
タ
ー
班
全
員
が
簡
単
な
ホ
ー
ム
。
ヘ
ー
ジ

を
一
人
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
イ
ト
の

ソ
ー
ス
も
あ
る
程
度
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

セ
ン
タ
ー
方
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
「
環
境

M
 
A
 
P
」
と
い
う
企
画
で
す
。
こ
れ
は
、
京
田

辺
市
に
落
ち
て
い
る
、
こ
み
や
自
然
を
写
真
で

記
録
し
、
そ
の
写
真
を
地
図
上
に
張
り
、
サ
イ

ト
で
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
た

だ
写
真
を
撮
り
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

メ
ン
バ
ー
自
身
が
、
こ
み
拾
い
も
行
い
ま
す
。
こ
の

環
境
M
A
P
」
を
通
し
て
、
同
志
社
大
学
生

や
京
田
辺
市
民
に
ボ
イ
捨
て
を
や
め
て
も
ら

さ
ら
に
は
自
主
的
に
ご
み
を
拾
っ
て
も
ら

、
、
しう
よ
う
に
促
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
最
初
は
同

志
社
大
学
周
辺
か
ら
始
め
、
徐
々
に
範
囲
を

広
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す

也

r

ヨ
ン
テ
ン
ツ
班
」
で
は
、
詞
,
ヨ
0
の
周
知

や
、
見
た
人
の
環
境
意
識
を
高
め
る
と
い
う
目

的
を
達
成
す
る
企
画
と
は
ど
ぅ
い
う
も
の
か
、

班
の
メ
ン
バ
ー
や
環
境
保
全
実
験
実
習
支
援

際
に
何
か
行
動
に
移
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ま
ず
は
比
較
的
身
近
に
あ
り
行
動
に
移
し
や

す
い
「
、
こ
み
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
イ
ト
を
作
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
班
で
決
定

し
た
各
。
ヘ
ー
ジ
の
内
容
は
、
「
一
0
で
」
コ
三
3
」

「
勺
丁
0
-
o
m
」
「
凸
0
三
巾
三
切
」
「
0
即
》
」
の
5
つ
に

決
ま
り
ま
し
た
。

非
言
語
で
あ
る
写
真
を
主
と
し
て
、
サ
イ
ト

を
見
た
人
に
環
境
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

写
真
と
い
う
非
言
語
の
ツ
ー
ル
を
使
い
、
言
葉

の
通
じ
な
い
世
界
に
向
け
て
発
信
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
第
一
歩
と
し
て
、
身
近
な

人
た
ち
を
対
象
に
言
葉
も
交
え
な
が
ら
発
信

し
て
い
き
、
炊
第
に
対

象
の
範
囲
を
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
写
真

を
随
時
掲
載
し
て
い
き

圓

た
、
写
真
を
閲
覧
し
た
力
に
コ
メ
ン
ト
を
も
ら

そ
の
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
し
て
写
真
と
共
に
据

、
、
、載
し
ま
す

「
凸
0
コ
三
甜
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
班
が
企
画
し

た
も
の
を
紹
介
す
る
へ
ー
ジ
で
す
現
段
階
で

は
、
「
環
境
M
A
 
P
 
の
み
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
い
く
予
定
で
す

「
0
即
>
」
で
は
、
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
て
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
や
意
見
、
感
想
を
募
集
す
る
お
問

い
合
わ
せ
や
、
よ
く
あ
る
質
問
と
鮫
伽
え
を
一
緒

に
ま
と
め
て
掲
較
し
ま
す
。

現
状
は
デ
ザ
イ
ン
が
完
成
し
て
衆
境
保
全

尖
験
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
許
可
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
、
完
^
ま
で
の
道
の
り
は
ま

だ
長
い
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

非
言
語
で
写
真
を
通
し
て
環
境
意
識
を
高
め

た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
、
サ
イ
ト
完
成

(
 
2
 
0
 
1
 
2
 
年
 
4
 
打
 
1
 
日
予
定
)
に
向
け
て

n
々
試
行
錯
誤
し
て
い
き
ま
ナ

■

、
、
、三

サ
イ
ト
閲
覧
者
が
環

境
に
興
味
を
持
ち
、
実

考
え
て
い
ま

?

オ
.

.
'
)
亀

↓
0
で
」
と
は
、
文
字
通
り
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ

ヘ
ー
、
シ
で
す
。
ト
ッ
プ
。
ヘ
ー
ジ
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ

班
の
企
画
の
広
告
や
更
新
情
報
、
写
真
覧
、

リ
ン
ク
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
三
『
0
」
で
は
、
国
1
耳
0
を
始
め
と
し
た
D
E

P
の
各
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
歴
史
や
理
念
の
紹
介
、

ロ
ー
ム
犀
荷
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
紹
介
を
載
せ
て

い
き
ま
す
。

「
子
0
5
巳
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
班
が
企
画
し
た

「
環
境
M
A
P
」
で
撮
っ
た
写
真
に
加
え
、

D
E

P
の
活
動
写
真
な
ど
も
随
時
公
開
し
ま
す
。
ま

言
,
つ
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
誰
も
が
上
回
生
に

も
見
劣
り
し
な
い
企
画
書
を
書
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

た
だ
至
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

大
学
団
体
と
し
て
の
認
識
の
甘
さ
、
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
持
つ
危
険
性
の
認
識
不
足
で

す
。
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
に
責
任
感
を
持
0
て
も
ら
う

こ
と
に
重
点
を
置
い
た
結
果
、
一
番
大
事
な
大

学
団
体
で
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
が
甘
く
な
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
不
足
が
サ
イ
ト

を
考
え
る
と
き
の
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
の
欠
如
を
生

み
ま
し
た
。

来
年
度
は
同
志
社
大
学
の
公
認
団
体
が
発

信
す
る
サ
イ
ト
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
持
ち
、

そ
の
名
に
恥
じ
な
い
企
画
を
提
供
し
、
私
た
ち

が
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て
、
サ
イ
ト
を
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
す

2
 
0
 
1
 
1
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
し
て
根

付
か
せ
る
た
め
に
、
班
体
制
で
会
議
を
h
い
、

会
議
の
進
行
や
企
画
嵒
の
奔
き
方
を
学
び
ま

し
た
そ
し
て
、
サ
イ
ト
を
完
成
さ
せ
る
た
め

に
、
各
々
の
班
で
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
み

ん
な
で
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
サ
イ
ト
の
方
向

性
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
1
年
、
多
く
の

時
間
を
イ
ン
プ
ッ
ト
に
使
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
最
初
は
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦

手
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
堂
々
と
自
分
の
意
見
を

、
三三、
~
嵯

すた
鳥、

と

0
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0

.<
.

>

は
じ
め
に

2
 
0
 
1
 
1
度
の
+
 
E
メ
ン
バ
ー
は
4
名
と
少

な
く
、
そ
の
う
ち
3
名
は
春
か
ら
新
た
に
加
入

し
た
メ
ン
バ
ー
で
し
た
0
 
そ
の
た
め
、
ー
つ
ー
つ

の
企
画
を
「
環
境
教
育
と
は
何
か
」
、
「
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
根

本
を
問
い
、
ま
た
そ
れ
に
自
分
た
ち
な
り
の
答

え
を
出
す
た
め
の
材
料
集
め
の
機
会
と
捉
え
て

活
動
し
ま
し
た

そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

1
年
に
2
回
も
環
境
教
育
を
実
践
す
る
機
会

.

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ー
つ
は
、
夏
に
京

都
市
上
京
区
の
室
町
児
童
館
で
行
っ
た
「
あ
そ

ん
で
ま
な
ぶ
じ
ゆ
も
ん
の
こ
と
ば
セ
イ
プ
ツ
タ

ヨ
ウ
セ
イ
」
<
止
画
、
も
う
ー
つ
は
、
秋
に
ク
ロ
ー

バ
ー
祭
で
行
0
た
「
あ
す
み
ち
ゃ
ん
と
ゲ
ー
ム
で

考
え
る
 
S
セ
イ
ブ
ツ
タ
ヨ
ウ
セ
イ
つ
て
な
ん

だ
?
S
」
企
画
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
上
京
区
役

所
の
力
や
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
実
行
委
員
の
方
か
ら

企
画
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
0
か
け
で
実
現
で
き
た
企
画

で
す
。
ま
た
、
十
E
の
年
問
目
標
と
し
て
、
年
度
末

に
十
E
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
材
づ
く
り
を
h
う
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
、
企
画
以
外
に
も
勉
強
会

や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
を
積
極
的
に
行
い
、
吸
収

す
る
こ
と
の
多
い
1
年
と
な
り
ま
し
六

ロ
+
閉
あ
そ
ん
で
ま
な
ぶ
じ
ゅ
も
ん

あ
そ
ん
で
ま
な
ぷ

じ
ゆ
も
ん
の
こ
と
ば

セ
イ
プ
ツ
タ
ヨ
ウ
セ
イ

●
目
的

・
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
生
物
多
様
性
(
遺
仏
的
多

様
性
、
極
の
多
様
性
、
生
態
系
の
多
様
性
)
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

人
問
関
係
に
お
い
て
も
、
多
様
性
を
尊
重
す

る
こ
と
は
大
釖
な
の
だ
と
気
付
く
こ
と

●
対
象
1
回
あ
た
り
約
巧
名
の
小
学
生

日
侍

2
 
0
 
1
 
1
年
8
月
器
日
(
火
)

W
時
か
ら
n
時
ま
で

●
企
画
開
催
場
所

室
町
児
童
館

●
対
象

室
町
小
学
校
の
小
学
生
(
1

約
卯
名

●
簡
潔
な
企
画
内
容

ク
ロ
ー
バ
ー
捺
実
行
委
員
の
依
頼
を
受
け

て
、
ク
ロ
ー
バ
ー
捺
の
イ
ベ
ン
ト
の
角
と
し
て

ゲ
ル
の
中
で
企
画
を
実
施
し
ま
し
六
ま
ず
絶

滅
危
倶
種
で
あ
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
を
主
人
公

と
し
た
4
枚
の
紙
芝
居
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

紙
芝
居
の
中
で
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
住
処
を

奪
わ
れ
、
ひ
と
り
ぽ
う
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
場

而
で
は
、
イ
ど
も
た
ち
に
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

気
持
ち
を
冴
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
絶

滅
危
恨
種
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ず
三
一
と
い
う
力
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
0

種
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
在
来
種
(
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
)
と
外
来
種
?
ン
グ
ー
ス
)
に
成
り

き
う
て
鬼
ご
0
こ
を
し
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
、
マ
ン
グ
ー
ス
の
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、

そ
の
一
力
で
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
数
が
減
っ

て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
外
来
種
に
ょ
う

て
在
来
種
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
数

が
減
少
し
て
い
く

の
だ
と
い
う
事
実

を
感
じ
取
る
こ
と

W

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に

は
、
振
り
返
り
の

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
想
い
を
形

に
し
て
い
き
ま
し
た
。
情
報
量
が
多
過
ぎ
る
と

子
ど
も
た
ち
に
は
伝
わ
り
に
く
い
の
で
、
「
一
番

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ν
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、
企
画
に
は
一
貫
性

を
持
た
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
今
回
の

企
画
で
一
番
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
「
動
物
の
多
様
性
」
を
学
ぶ
二
と
で
、

「
自
分
と
友
達
の
問
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意

な
こ
と
、
苦
手
な
二
と
、
出
来
る
こ
と
、
出
来

な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、

π
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
そ
し
て
、
十

ど
も
た
ち
に
何
か
を
伝
え
た
い
と
き
に
は
、

目キ

手
の
年
齢
等
を
考
慮
し
、
ど
ぅ
い
っ
た
伝
え
方

を
す
れ
ぱ
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
外

来
種
」
や
「
在
来
種
一
と
い
っ
た
難
し
い
言
葉
は

使
わ
ず
、
人
形
劇
等
で
、
噛
み
砕
い
て
説
明
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も

た
ち
に
も
無
理
な
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

<
企
画
当
日
>

兀
気
な
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
ゲ
ー
ム
を
精

杯
楽
し
も
う
と
す
る
子
が
多
く
い
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
非
常
に
盛
り
上
が
り
、
喜

ん
で
ビ
ン
ゴ
用
紙
を
見
せ
に
来
て
く
れ
る
子
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
動
物
の
特
徴
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
て
く
る
子
も
い
ま
し

た
。
た
だ
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
頭
も
使
い
、
子

ど
も
た
ち
に
ビ
ン
ゴ
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
特

徴
を
持
っ
た
動
物
が
い
る
の
だ
と
印
象
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鬼
ご
つ
こ
は
計
2

回
行
い
ま
し
た
。
 
1
回
目
で
は
マ
ン
グ
ー
ス
役
の

簡
潔
な
企
画
内
容

始
め
に
「
セ
イ
プ
ツ
タ
ヨ
ウ
セ
イ
一
と
い
う
言

柴
を
呪
文
の
言
葉
と
し
て
提
示
し
、
 
2
つ
の

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
子

ど
も
た
ち
に
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ー
つ
目

の
ゲ
ー
ム
で
は
、
チ
ー
ム
対
抗
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
「
種
の
多
様

性
」
と
「
生
態
系
の
多
様
性
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
動
物
に
成
り

き
っ
て
も
ら
い
、
動
物
の
特
徴
が
書
か
れ
た
ビ
ン

ゴ
用
紙
を
埋
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
 
2

つ
目
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
鬼
ご
0
こ
を
行
い
、
生
物

多
様
性
を
脅
か
す
外
来
種
の
問
題
を
体
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
奄
美
大
島
に
お
け
る
外
来

ゲ
ー
ム
の
感
想
を

闘
き
、
ゲ
ー
ム
で
扱
う
た
内
容
に
つ
い
て
わ
か
り

易
く
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
「
生
物
の
多
様
性
」

と
そ
れ
が
脅
か
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
て
、
自
分

た
ち
人
間
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
そ
の
違
い
を

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
島
る
と
い
う

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
し

た
。

子
に
、
ウ
サ
ギ
役
の
チ
が
す
ぐ
に
捕
ま
っ
て
し

ま
つ
た
た
め
、
 
2
回
目
か
ら
は
十
ど
も
た
ち
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
マ
ン
グ
ー
ス
の
数

を
減
ら
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
ー
回
あ
た
り
の
時
問

を
短
く
し
た
り
す
る
な
ど
、
ル
ー
ル
変
更
す
る

こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
た

と
え
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、
勝
負
事
に
は
真
剣

に
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
企
画
を
練
る
際
に

は
公
平
な
ル
ー
ル
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
企
画
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
当
日
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
D

E
P
メ
ン
バ
ー
以
外
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
募
集
開
始
時
期
が
遅
か
っ
た
こ
と
や
、
夏

休
み
中
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
人
も
集
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
 
D
E
P
メ
ン
バ
ー
か

ら
も
当
日
ス
タ
ッ
フ
を
募
り
、
最
終
的
に
は
十

E
メ
ン
バ
ー
と
合
せ
て
計
5
人
で
企
画
を
実
施

で
き
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
十
E
の
活
動

を
い
か
に
外
部
に
広
め
、
外
部
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
い
け
る
か
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
今
回
の
企
画
で
の
千
ど
も
た
ち
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
了
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
た
ち
自
身
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
も
う
と
す
る
姿
勢
が
最
も

重
要
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ

ち
ら
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
雰
囲

気
が
十
ど
も
た
ち
に
も
伝
わ
り
、
お
亙
い
に
充

実
し
た
時
間
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
 
f
ど
も
た
ち
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
私
た
ち
も
緒
P
成

長
し
て
い
き
た
い
で
t
。

.

f

、

協
力
者
・
協
力
団
体

室
町
児
童
館

室
町
学
区
こ
み
減
量
推
進
会
議

上
京
舌
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
.
f

あ
す
み
ち
ゃ
ん
と
ゲ
ー
ム
で
え
る

セ
イ
プ
ツ
タ
ヨ
ウ
セ
イ
つ
て
な
ん
だ
?

●
目
的
F
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
お
菓
子
文
房
具

な
ど
を
取
り
上
げ
た
話
や
力
ー
ド
ゲ
ー
ム
三
丑

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
と
生
物
多
様

性
の
減
少
と
の
繋
が
り
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
す
る
こ
と

企
画
詳
細

<
企
画
準
備
V

企
画
作
成
段
階
で
は
様
々
な
案
を
出
し
合

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
試
行
^
^

い

日
侍

2
0
 
1
 
1
年
H
月
6
 
旧
(
旧
)

ク
ロ
ー
バ
ー
祭
 
2
 
日
目

玲
寺
か
ら
巧
時
ま
で

時
間
を
設
け

最
後
に
再
び
紙
芝
居
の
続
き
を
行
い
ま
し
た

●
恊
力
者
・
協
力
団
体

ク
ロ
ー
バ
ー
祭
ス
タ
ッ

企
画
開
催
揚
所

同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地

ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
前
の
ゲ
ル

●
企
画
詳
細

(
紙
芝
居
の
ス
ト
ー
リ
ー
)

森
の
動
物
た
ち
は
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
人
問
た
ち
が
文
房
具
や
お
菓
子
を

作
る
た
め
に
森
林
を
伐
採
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
で
森
の
動
物
達
は
住
処
が
奪
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
で
、
人
間
た
ち
は
自
分
た
ち
の
せ
い
で

動
物
た
ち
の
住
処
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
反
省
し
、
こ
れ
か
ら
は
必
要
以
上
に
木

を
切
る
の
を
止
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
動
物
た

ち
が
森
に
戻
っ
て
き
て
木
を
切
る
以
前
の
よ
う

に
動
物
た
ち
と
人
間
が
仲
良
く
暮
ら
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

十E

たくさんの機会に恵まれて
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<
企
画
準
備

ク
ロ
ー
バ
ー
祭
ス
タ
ッ
フ
と
打
ち
合
わ
せ
を
行

ゲ
ル
内
で
M
名
程
度
を
対
象
に
即
分
で
で

、
、
しき
る
環
境
教
育
と
い
う
こ
と
を
条
件
に
考
え

始
め
ま
し
六
そ
の
中
で
ず
三
と
い
う
力
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
案
が
挙
が

り
ま
し
た
三
巳
と
は
、
閲
種
類
の
絶
滅
危
恨

種
が
描
か
れ
六
力
ー
ド
を
使
い
、
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
『
生
物
の
多
様
性
や
多
様
性
を
奪
う

原
因
』
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
力
ー
ド

ゲ
ー
ム
で
す
。

し
か
し
そ
れ
は
、
遊
び
な
が
ら
絶
滅
危
倶
種

に
つ
い
て
学
べ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
方

で
、
遊
ぶ
こ
と
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
肝
心
の

学
び
の
部
分
が
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
そ
れ
を
う
ま

く
利
用
す
る
た
め
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
い
い
か
を

考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
絶
滅
危
倶
種
と
生

物
多
様
性
を
表
現
し
た
4
枚
の
紙
芝
居
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
遊
び
だ
け
で
な
く
学
び
の

部
分
も
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
寺
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
内
容
の
難
易
度
や
子
ど
も
た
ち
の

生
活
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が

ら
、
紙
芝
居
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
決
め
て
い
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
た
だ
の
4
枚
の
紙
芝
居
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
自
身
に
も
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ょ
く

者
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
話
の
中
に
空
欄
の
吹

き
出
し
を
設
け
る
と
い
う
工
夫
を
し
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
決
定
後
、
絵
の
具
や
色
鉛
筆

な
ど
を
用
い
て
紙
芝
居
の
作
成
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
。
ゲ
ル
内
の
装
飾
は
、
画
用
紙
に
絶
滅

危
倶
種
の
絵
を
描
き
、
壁
や
天
井
に
貼
れ
る

よ
う
に
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
へ

ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
矛

盾
や
暖
昧
さ
に
向
き
合
う
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
対
す
る
自
分
の
答
え
を
は
っ
き

り
と
示
す
こ
と
も
、
そ
れ
を
た
っ
た
1
回
の
出

会
い
で
f
だ
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
も
、
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
教

育
を
実
践
し
て
気
づ
け
た
こ
と
や
ひ
ウ
か
か
っ

た
こ
と
を
炊
に
活
か
し
、
効
果
を
確
か
め
る
こ

と
を
ね
ば
り
強
く
続
け
て
い
か
な
け
れ
ぱ
、
十

E
の
成
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
、
こ
の
1
年

問
の
成
果
は
、
作
成
し
た
教
材
を
実
際
に
使
用

し
、
修
正
し
て
い
内
に
に
、
見
え
て
く
る
は
ず
で

す
。環
境
數
育
を
創
造
す
る
こ
と
こ
そ
、
自
分
自

身
に
対
す
る
最
も
効
果
的
な
環
境
学
習
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
環
境
教
育
を
通
し

て
関
わ
る
人
た
ち
と
共
に
学
び
合
い
、
得
た
も

の
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
発
信
し
て
行
き
ま

す

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
紙
芝
居
と
同
じ
絵
を

4
コ
マ
漫
画
の
よ
う
に
1
枚
の
画
用
紙
に
ま
と

め
、
配
布
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
六
紙
芝
居

の
ス
ト
ー
リ
ー
や
テ
ー
マ
も
南
分
た
ち
で
何
度

も
話
し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。
制
作
物
の
作
成

と
並
行
し
て
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
開
き
、
自
分
た
ち
自
身
の
知
識
の
補
充
じ
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

<
企
画
当
日
>

本
番
当
日
は
、
+
 
E
以
外
の
D
E
P
メ
ン
バ
ー

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
の
呼
び
込
み
を

行
っ
た
お
か
げ
で
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
低
学

年
等
の
f
ど
も
た
ち
を
合
計
M
名
程
度
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
そ
し
て
、
 
f
ど
も
た
ち

か
ら
は
、
私
た
ち
の
作
っ
た
紙
芝
居
を
集
中
し

て
聞
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
ま
た
三
丑
を
楽
し

ん
で
い
る
様
了
が
見
ら
れ
、
た
だ
楽
し
ん
で
い

る
だ
け
で
な
く
、
き
ち
ん
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し ロ

+
m
あ
そ
ん
で
ま
な
ぶ
じ
ゅ
も
ん

総
括
こ
の
1
年
間
、
樹
分
た
ち
の
力
で
環
境
教
育

を
実
践
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
地

域
の
方
々
や
環
境
教
脊
に
取
り
組
む
方
々
の

話
を
闇
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
環

境
問
題
に
対
す
る
意
見
や
、
自
分
た
ち
が
子

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
叩

に
は
、
「
楽
し
か
っ
た
」
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
十
も
い
た
よ
う
に
考
え
ら
^
ま
し
た
。
今
後

楽
し
い
」
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
環
境
教
育
を
ど

の
よ
う
に
行
0
て
い
く
か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

教
材
作
成

<
概
要
>

私
た
ち
十
E
が
環
境
教
育
の
た
め
の
教
材
作

り
を
始
め
よ
う
と
思
0
た
き
う
か
け
と
し
て
、

環
境
教
育
活
動
の
活
性
化
の
み
で
な
く
、
世
界

情
勢
に
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま

す
 
2
0
1
2
年
6
月
り
オ
十
即
が
開
催
さ

れ
、
テ
ー
マ
と
し
て
持
続
可
能
な
開
発
、
グ

リ
ー
ン
経
済
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
経
済
と
は
、
環
境
を
壊
し
続
け
る
経
済
開
発

の
見
直
L
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
模

索
、
環
境
対
策
へ
の
投
資
促
進
、
環
境
に
良
い

廃
棄
物
の
処
理
方
法
の
検
討
な
ど
を
行
う
経

済
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
こ
の
世
界
情
勢
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
ま
で
の
環
境
教
育
の
経
験
を

総
動
員
さ
せ
、
日
本
に
お
い
て
身
近
な
環
境
問

題
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
検
討
し
、
そ
れ
を
楽
し

く
・
お
も
し
ろ
く
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
手
段
を
考

え
、
具
体
化
t
る
こ
と
が
目
的
で
す
よ
り
身

近
な
日
本
r
焦
点
を
当
て
る
と
、
特
に
持
続

可
能
な
開
発
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
開
発
を
、
も
ち
ろ
ん
技
術
面

で
推
進
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
人
々
の
意

識
・
行
動
・
態
度
の
変
化
を
求
め
る
こ
と
で
推

進
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

完
成
し
六
環
境
教
育
教
材
は
、
私
た
ち
十
E

自
身
が
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
教
育

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
こ

の
環
境
教
育
教
材
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
広
報

活
動
も
実
施
し
、
十
E
以
外
の
人
に
も
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
環
境
問
題
に
触
れ
る
「
き
っ

か
け
一
を
自
ら
の
手
で
増
や
し
た
い
人
を
助
け

る
こ
と
も
理
想
と
し
て
掲
げ
ま
し
た

教
材
を
作
る
過
程
で
は
、
環
境
問
題
に
関
す

た
。
ま
た
ず
亘
の
力
ー
ド
に
示
さ
れ
て
い
る
絶

滅
危
供
種
に
も
興
味
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。こ
の
企
画
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
改
め
て
い
か

な
け
れ
ぱ
い
け
な
い
課
題
が
見
う
か
り
ま
し

た
。
ー
つ
Π
は
、
+
 
E
メ
ン
バ
ー
の
人
数
で
す

現
在
は
4
鳥
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
人
数
が

少
な
い
と
、
企
画
を
行
う
上
で
企
画
内
容
の
幅

が
狭
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
△
,
佃
は
+
 
E
以
外

の
D
E
P
メ
ン
バ
ー
に
下
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
企
画
を
円
滑
に
h
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
2
う
咽
は
、
十
ど
も
た
ち
に
と
つ
て
こ
の
企
画

は
楽
し
か
っ
た
」
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育
と

し
て
実
り
の
あ
る
企
画
だ
0
た
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
今
回
の
企
画
の
最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
結
果
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
感

想
欄
r
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
も
ら
い

環
境
教
育
教
材

目
的

・
環
境
に
お
け
る
日
本
の
課
題
分
析
と
、
十
E

の
活
動
経
験
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
適
切
な
教

材
を
作
成
す
る
こ
と

・
作
成
し
た
衆
境
教
育
教
材
を
用
い
て
、
子
ど

も
た
ち
と
環
境
問
題
と
の
繋
が
り
を
知
り
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と

る
知
識
を
楠
強
す
る
た
め
に
、
別
途
勉
強
会

を
開
き
、
正
硫
で
有
益
な
情
報
を
盛
り
込
み
、

更
に
企
画
を
良
く
で
き
る
よ
う
い
し
ま
し
六

●
対
象
小
学
生

●
教
材
内
容

日
本
に
お
い
て
身
近
な
環
境
問
題
と
し
て
、

食
料
廃
棄
物
の
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、
メ
ン

ハ
ー
で
勉
強
し
、
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
を
選
択

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
手
段
は
講
珪

式
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
お
も
し
ろ
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

子
ど
も
た
ち
が
興
味
関
心
を
抱
き
や
す
く
、

最
も
肝
心
な
「
き
0
か
け
」
作
り
に
大
き
く
貢

献
し
ま
す

2
0
 
1
 
2
年
の
夏
と
秋
に
は
、
完
成
し
た
教

材
を
使
っ
て
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
お
り
、
そ
れ
を
目
指
し
て
教
材
に
関
す
る
検

村
を
重
ね
ま
し
六

弓

取
り
組
み
期
問
>

環
境
教
育
教
材
に
関
す
る
話
し
介
い
を

2
 
0
 
1
 
1
 
年
 
W
 
月
に
開
始
し
、
 
2
 
0
 
1
 
1
 
年

3
月
下
旬
に
実
物
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
途
中
冬
休
み
な
ど
も
挟
ん
だ
た
め
、
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ユ
は
早
い
と
は
言
い
難
い
企
画
で

し
た
が
、
会
議
外
の
時
冏
を
上
手
く
活
用
す
る

こ
と
に
ょ
り
、
メ
ン
バ
ー
が
対
面
し
て
話
せ
る

貴
重
な
時
問
を
増
や
し
、
企
画
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
始
め
に
、
教
材
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
、
玖
に
、
教
材
を
使
う
対
象
や
場
所
、
扱

う
テ
ー
マ
、
形
式
な
ど
を
決
{
正
し
、
最
後
に
、

実
際
に
作
成
す
る
と
い
う
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ユ
ー
ル
を
立
て
て
進
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
捻
月
中
に
企
画
の
場
所
時
問
対

象
テ
ー
マ
を
あ
る
程
度
決
定
さ
せ
、
 
1
月
中

に
テ
ー
マ
の
深
堀
り
と
、
そ
の
テ
ー
マ
の
中
で
何

を
伝
え
た
い
か
と
い
う
目
的
設
定
を
ス
ム
ー
ズ

に
h
え
る
よ
う
準
備
を
施
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
 
1
 
月
ま
で
に
テ
ー
マ
を
り
サ
イ
ク
ル
と
食

料
廃
棄
物
問
題
に
絞
り
、
 
1
月
で
は
こ
れ
ら
に

関
し
て
文
献
調
査
を
し
、
テ
ー
マ
を
決
め
る
た

め
の
正
確
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
最
終
的
に
食

料
廃
棄
物
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し

.

、
ー
冊

,

た
 
2
珂
に
は
、
テ
ー
マ
・
目
的
の
決
ま
つ
た
こ

の
企
画
を
、
い
よ
い
よ
教
材
と
い
う
形
に
な
る

よ
う
、
練
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
 
3
月
に
は
、
教
材
作
り
に
関
し
て
メ

ン
バ
ー
と
の
議
論
す
る
上
で
、
自
分
た
ち
で
製

作
す
る
か
、
企
業
に
製
作
を
担
っ
て
い
た
だ
く

か
検
討
し
ま
し
た
最
終
的
に
自
分
た
ち
で
教

材
作
り
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
教
材
作
成
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た

教
材
を
作
成
し
終
わ
れ
ば
、
い
よ
い
よ

゛
.
一竹

2
0
1
 
1
午
度
の
夏
・
秋
の
実
践
本
番
に
向
け

た
企
画
の
成
論
を
h
う
こ
と
仁
な
り
ま
す
夏

に
は
室
町
児
童
館
へ
出
向
き
、
企
画
を
夷
践
し

ま
す
。
 
2
 
0
 
1
 
1
年
度
も
同
様
の
時
捌
に
生

物
多
様
性
を
テ
ー
マ
と
し
て
環
境
數
育
を
実

践
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
環
境
教
育

を
受
け
る
こ
と
で
、
ど
ぅ
成
長
す
る
の
か
を
確

認
確
佶
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
そ
し
て
秋

仁
は
松
井
山
予
の
つ
く
る
と
こ
ろ
へ
出
向

き
、
同
じ
よ
う
P
<
止
画
を
実
践
し
ま
す
こ
の

秋
の
企
画
と
は
、
夏
の
企
画
を
放
省
し
、
修
正

し
た
も
の
に
な
る
予
定
で
す
。

2
 
0
 
1
 
1
年
度
は
、
教
材
作
り
で
終
わ
る
の

で
な
く
、
教
材
を
用
い
、
よ
り
効
果
的
に
教
育

成
果
を
上
げ
ら
れ
る
企
画
の
作
成
に
ま
で
踏

み
込
み
、
長
期
的
視
野
を
持
っ
て
携
わ
り
ま

す

.'
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1

は
じ
め
に

G
C
が
2
0
 
1
1
年
度
最
も
力
を
入
れ
て
い

た
の
が
広
報
活
動
で
す
。
G
C
は
主
に
国
際
交

流
を
し
な
が
ら
環
境
意
識
の
向
上
を
目
指
し

て
活
動
す
る
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
で
す
。
そ
こ
で
、
企

画
の
参
加
者
を
集
め
る
た
め
に
広
報
活
動
を

す
る
際
、
日
本
語
と
は
言
語
の
異
な
る
人
を
対

象
に
す
る
二
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
 
2
0

ー
ー

年
度
は
、
企
画
の
対
象
に
同
志
社
大
学
内
の

留
学
生
を
設
定
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
留
学

生
は
身
近
に
い
る
海
外
の
学
生
で
あ
る
た
め
、

広
報
活
動
に
力
を
人
れ
た
成
果
が
得
ら
れ
や

す
い
の
で
は
な
い
か
と
老
え
た
か
ら
で
す

ま
た
、
企
画
を
通
し
て
自
分
た
ち
と
は
違
う

国
で
育
っ
て
き
た
人
た
ち
と
接
し
、
た
く
さ
ん

の
学
び
を
得
る
機
会
に
す
る
た
め
、
参
加
者
の

国
籍
に
多
様
性
が
出
る
よ
う
試
行
錯
誤
し
ま

し
六

口
 
G
C
古
都
ピ
カ
!

CG

概
要

1
目
的
1

留
学
生
の
環
境
意
識
知
識
の
向
ヒ

企
画
を
終
え
て

1
日
時
1

2
 
0
 
1
 
1
年
6
月
円
口
(
旧
)

1
企
画
開
催
場
所
1

伺
志
社
大
学
今
出
川
校
地
周
辺

環
境
意
識
を
高
め
ら
れ
な
か
0
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
反
省
が
で
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
炊

の
企
画
で
は
前
回
以
上
に
環
境
意
識
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
な
<
止
画
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
、
こ
み
拾
い
を
行
う
こ
と
に
決
め
ま
し
戸

た
だ
、
こ
み
拾
い
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
分
別
も

緒
に
行
い
、
さ
ら
に
環
境
に
関
す
る
ク
ィ
ズ

を
行
う
こ
と
に
ょ
っ

て
、
環
境
の
知
識
も

つ
け
て
も
ら
お
う

と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
企
画
を
進
め

る
た
め
に
企
画
班

ー
、
ー

伺
志
社
大
学
の
留
学
生

業
で
の
告
知
と
留
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
広
報
で

す
。
特
に
留
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
広
報
は
メ
ン

バ
ー
全
員
で
何
度
も
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
番
1
週
間
前
に
本
番
と
同
じ
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
で
り
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
よ
う
な
^
^
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
課
題
を
修
正
し
て
本
番
を
迎
え
ま

し
た
。

オ
・
..

1
企
画
内
容

同
志
社
大
学
今
出
川
校
地
周
辺
の
ご
み
拾

い
と
拾
う
た
ご
み
の
分
別
作
業
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
周
り
に
あ
る
環
境
に
直
接
触
れ
て
も
ら

い
ま
し
"
ま
た
環
境
に
関
す
る
ク
ィ
ズ
を
開

催
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
さ
ら
に
衆
境
の
知
識

を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

.
V

.
,

ニ
.

企
画
詳
細

1
準
備
期
間

G
C
で
は
2
 
0
 
1
 
0
年
度
に
 
S
 
P
 
Z
」
と
い

う
留
学
生
と
共
に
京
都
を
め
ぐ
り
な
が
ら
環

境
意
識
を
"
局
め
る
こ
と
を
日
的
に
し
た
企
画

を
h
い
ま
し
六
そ
の
と
き
に
は
た
く
さ
ん
の

留
学
生
が
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し

本
番
当
日
1

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
と
し
て
は
ご
み
拾
い
、
分

別
作
業
、
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ
の
順
に
行
い
ま
し

ナ

ま
ず
教
室
に
集
合
し
て
、
企
画
の
説
明
を
し

て
か
ら
3
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
ビ
み

拾
い
を
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
 
3

チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ

、

違
う
た
ル
ー
ト
の

ビ
み
を
拾
っ
て
も

ら
、
つ
よ
う
に
し
ま

し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
内
で

C
C
の
メ
ン
バ
ー
と
参
加
し
て
く
れ
た
留
学
生

が
交
流
す
る
二
と
で
、
お
亙
い
の
環
境
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
チ
ー
ム
で

競
い
合
っ
て
も
ら
う
た

め
に
拾
う
、
こ
み
に
得
点

を
付
け
て
い
た
の
で
、
み

ん
な
一
生
懸
命
に
な
っ

て
ご
み
拾
い
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

3
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
ご
み
拾
い
を
終
え
た

後
に
、
全
員
で
、
こ
み
の

分
別
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
メ
ン
バ
ー

が
京
都
の
、
こ
み
の
分
別

方
法
や
な
ぜ
そ
の
よ
う

に
分
別
す
る
の
か
な
ど

の
説
明
を
し
て
、
実
際

と
広
報
班
に
分

■

か
れ
ま
し
た
。

.

企
画
班
で
は
、

ご
み
を
拾
う

.
一

ル
ー
ト
の
決
定

ー
ー
ー
ー

や
ク
ィ
ズ
の
選

定
、
ま
た
企
画
本
番
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
の

決
定
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。
、
こ
み
拾
い
の

ル
ー
ト
を
決
定
す
る
際
に
は
、
 
G
C
の
メ
ン
バ
ー

全
員
で
何
度
も
下
見
に
行
き
、
ど
こ
に
ど
ん
な

ビ
み
が
落
ち
て
い
る
か
な
ど
入
念
な
下
調
べ
を

h
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ィ
ズ
に
関
し
て
は
メ
ン

バ
ー
全
員
で
留
学
生
が
答
え
ら
れ
か
う
知
識
と

し
て
役
立
つ
問
題
に
つ
い
て
号
え
ま
し
た
。
広

報
班
で
は
、
留
学
生
を
集
め
る
方
法
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
広
報
手
段
と
し
て
行
っ
た
の
は

立
て
看
板
の
設
置
と
留
学
生
が
受
講
す
る
授

旦

こ
の
企
画
で
は
、
参
加
し
て
く
れ
た
留
学
生

が
想
定
し
て
い
た
人
数
よ
り
も
少
な
か
っ
た
と

い
う
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
以
外
に

も
雨
天
時
の
想
定
を
し
て
い
な
い
な
ど
様
々
な

課
題
が
残
ウ
て
し
ま
い
、
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
が

多
々
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
参
加
し
て
く

れ
た
留
学
生
が
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
「
と
て

も
満
足
で
き
、
環
境
に
関
す
る
知
識
も
付
い

た
と
舎
い
て

く
れ
て
い
た
の

で
、
そ
の
点
は

こ
の
企
画
の
成

闇

果
で
す
。
た
く

さ
ん
の
課
題

と
成
果
が
出

た
こ
の
企
画
を

今
後
に
活
か

し
て
い
き
た
い

で
す

都
市
の
ご
み
の
分
別

古
都
ヒ
カ
企
画
で
は
京
都
市
の
ビ
み
の
分
別

方
法
に
即
し
て
ご
み
を
分
け
ま
し
六
改
め
て

ご
み
分
別
方
法
を
見
て
み
る
と
、
実
は
知
ら
な

か
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま

.

し
た
。
企
画
を
通
し

て
、
正
し
く
ご
み
分

別
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
正
し
く
分
別

、
一

,

す
る
こ
と
で
、
再
資

、

源
化
で
き
る
も
の
あ
、

り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
「
京
都
市
の
ご
み
の
分
別
を
紹

介
し
ま
す

宏
1

、
/

、

に
そ
の
要
領
で
分
別
し
て
も
ら
い
ま
し
た

ご
み
拾
い
と
分
別
を
終
え
て
か
ら
度
教
室

に
入
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
環
境
ク
ィ
ズ

を
行
い
ま
し
た
。
ク
ィ
ズ
は
3
択
力
式
と
記
述

方
式
の
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
み
拾

い
を
し
た
チ
ー
ム
と
伺
じ
チ
ー
ム
、
こ
と
に
分
か

れ
て
も
ら
い
、
同
じ
よ
う
に
競
争
方
式
に
し
て

い
た
の
で
、
参
加
し
て
く
れ
た
留
学
生
も
真
剣

に
考
え
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の

努
力
も
あ
り
、
ク
ィ
ズ
と
き
も
留
学
生
が
率
先

し
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

麺
誓
'

゛
貞
兵
◆
郊
、
,

、
.
妙
、
、

瓢
・
、
、

1

1
燃
や
す
ビ
み
(
家
庭
ご
み
)

生
ご
み
や
紙
く
ず
な
ど
、
焼
い
て
処
分
す
る

、
こ
み
の
こ
と

ご
み
の
種
類
1

生
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
(
{
谷
器
包
装
以

外
)
、
紙
類
、
ガ
ラ
ス
類

、
一
み
の
出
し
方
1

週
2
回
、
右
の
袋
に
入
れ
て
所
定
の
回
収
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ルート①

ルート②

ルート③

スタート地点

御所
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2
資
源
ご
み

度
つ
か
っ
た
も
の
を
、
再
資
源
化
し
て
新
し

い
製
品
に
で
き
る
、
こ
み
の
こ
と

ー
、
こ
み
の
種
類
1

飲
料
缶
、
食
品
缶
、
飲
料
ぴ
ん
、
食
品
び

ん
、
飲
料
・
し
よ
う
ゆ
用
。
ヘ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ー
、
こ
み
の
出
し
方
1

週
1
回
、
右
の
袋
に
入
れ
て
所
定
の
回
収
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

5
古
紙
類

新
闇
や
雑
誌
な
ど
も
う
必
要
に
な
っ
た
紙
類

の
、
こ
み
の
こ
と

ビ
み
の
種
類
1

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

3
プ
フ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

2
と
同
じ
く
、
再
資
源
化
し
て
新
し
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
で
き
る
、
こ
み
の
こ
と

ー
、
こ
み
の
種
類
1

サ
ラ
ダ
油
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
の
容
器
洗

剤
・
シ
ャ
プ
ー
の
{
谷
器

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
カ
ッ
プ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ー
ビ
み
の
出
し
方
1

(
地
域
で
回
収
し
て
い
れ
ば
、
)
い
く
つ
か
を
一

つ
の
塊
に
し
て
、
紐
で
縛
り
集
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
地
域
で
回
収
し
て
い
な
け
れ
ぱ
、
「
1
燃

や
す
、
二
み
」
と
同
じ
よ
う
し
て
、
回
収
場
所
に

も
つ
て
い
h
つ
て
下
さ
い

口
 
G
C
&
環
境
特
集
1

ー
ご
み
の
出
し
方

2
と
同
様

4
小
型
金
属
類
・
ス
プ
レ
ー
缶

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
金
属
の
、
こ
み
の
こ
と

ご
み
の
種
類

鍋
、
や
か
ん
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

ー
、
こ
み
の
出
し
方
1

透
明
の
袋
に
入
れ
て
、
月
に
一
回
、
特
定
の

回
収
場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

6
そ
の
他

回
収
の
難
し
い
ご
み
の
こ
と

ー
ビ
み
の
種
類
1

紙
パ
ッ
ク
、
乾
電
池
、
使
用
済
み
天
ふ
ら
油
、

リ
タ
ー
ナ
プ
ル
び
ん
、
蛍
光
管

蛍
光
灯

下
、
記
に
あ
る
マ
ー
ク
の

つ
い
た
店
(
主
に
電
機

店
)
に
割
れ
な
い
様
に

持
つ
て
い
つ
て
、
受
け

取
つ
て
も
ら
う
て
下
さ

0

割
れ
て
し
ま
0
た

いり
、
そ
う
い
う
た
店
が
近

く
に
な
い
場
合
に
は
、

1
燃
や
す
ご
み
」
と
同

様
に
し
て
、
、
こ
み
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
こ
み
の
出
し
方
1

●
紙
ハ
ッ
ク

下
'
の
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
紙
ハ
ッ
ク
は
、
洗
0
て

干
し
た
後
に
区
役
所
や
美

化
施
設
に
設
置
し
て
あ
る

回
収
B
O
X
に
入
れ
て
下

さ
い

,

.
の
し

使
用
済
み
油

料
理
で
使
用
し
た
後
の
油
は
、
゛
ー
ハ
ー
な

ど
に
回
収
客
器
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
容
器

に
移
し
替
え
て
下
さ
い
回
収
場
所
と
時
問
に

0
 
い
て
は
ま
ち
美
化
推
進
課

、し

合
謡
,
M
晶
之
き
)
に
馨
叩
で
お
問
い
合
わ
せ

れ
ば
、
教
え
て
く
れ
る
そ
う
で
す

(
引
用
一
京
都
市
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
)

●
乾
電
池

市
役
所
区
役
所
や
、

商
業
施
設
に
あ
る
下
記
の

よ
う
な
B
O
X
に
人
れ
て

く
だ
さ
し

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
環

境
負
荷
の
大
き
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
、
消
費
者
の
立
場
か

ら
で
き
る
こ
と
の
ー
つ
と
し
て
、
よ
り
環
境
負
荷
の

低
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
t
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
多
く
の
企
業
が
商
品
開

発
を
行
い
、
環
境
負
荷
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
方
で
、
「
環
境
」
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し

て
、
間
違
う
た
情
報
や
、
誤
解
を
招
く
広
告
に
ょ
っ

て
、
製
品
を
売
ろ
う
と
い
う
悪
い
風
潮
も
あ
り
ま

す
消
費
者
に
と
つ
て
、
品
質
の
判
断
は
容
易
に
で
き

て
も
、
環
境
負
荷
の
判
断
は
と
て
も
難
し
い
も
の
で

す
そ
こ
で
、
生
産
者
に
は
、
消
費
者
が
製
品
の
環

境
負
荷
に
つ
い
て
、
正
確
か
つ
誤
解
を
招
か
な
い
よ

う
な
情
報
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

1
●

今

今
年
最
も
力
を
入
れ
て
い
た
広
報
活
動
に
課

題
が
残
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
留
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
や
留
学
生
の
受
け
て
い

る
授
業
に
直
接
広
報
し
に
行
っ
た
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
企
画
に
集
ま
っ
た
人
数
が
3
人
と
い
う

不
甲
斐
な
い
結
果
に
な
う
て
し
ま
い
ま
し
た

そ
こ
で
、
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
る
だ
け
で
な

く
も
う
と
企
画
を
魅
力
的
に
す
る
必
要
性
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
い
か
に
広
報
を
頑
張
っ
て

も
、
そ
の
企
画
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ぱ

参
加
し
よ
う
と
は
思
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
企

画
を
考
え
る
と
き
に
、
自
分
た
ち
の
目
線
か
ら

し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

留
学
生
か
ら
見
て
あ
ま
り
魅
力
的
で
は
な
か
う

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
今
後
の
企

画
を
行
っ
て
い
く
際
は
、
こ
の
企
画
で
得
ら
れ

た
反
省
を
活
か
し
、
留
学
生
の
目
線
に
立
っ

て
、
対
象
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
も
つ
と

追
求
し
て
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す

.6

渉
一
電亀

0
表
示
の
基
準

グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ユ
を
防
ぐ
た
め
に
、
企
業
側
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ぱ
、
環
境
省
の
「
環
境
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
改
定
第
版
)
で
あ
れ
ぱ
、
炊
の
よ
う
な
基
池
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す

慮
う
己
よ

グ
ー
ー
ウ
オ
ッ
、
ユ
と
は

消
費
者
に
対
し
て
「
環
境
に
配
慮
し
た
よ
う
に
ご

ま
か
す
」
よ
う
な
環
境
表
示
を
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ

シ
ユ
」
と
言
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
全
体
と
し
て
は
環

境
配
慮
製
品
で
は
な
い
の
に
一
部
の
環
境
配
應
を

過
剰
に
大
き
く
主
張
し
た
り
、
あ
い
ま
い
な
表
現

を
用
い
て
根
拠
の
な
い
表
示
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
ま
か
し
が
あ
り
ま
す
欧
米
で
は
抗
議
活
動

も
盛
ん
で
、
円
年
代
か
ら
す
で
に
抗
議
活
動
が
あ
っ

た
そ
う
で
す

主
張
は
正
確
で
、
実
証
さ
れ
て
お
り
、
検
野
能

で
あ
る

・
あ
い
ま
い
な
表
現
や
主
張
の
対
象
が
特
定
さ
れ
な

い
表
木
は
行
わ
な
い
。

・
主
張
内
容
は
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け

る
関
連
す
る
環
境
側
面
の
す
べ
て
を
考
慮
し
た
も

の
で
な
か
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
の
用
語
を
用
い
た
主
張
を
行
う
場
合
に
は

定
義
等
に
注
意
す
る
。

「
メ
ビ
ウ
ス
ル
ー
プ
」
の
シ
ン
、
ボ
ル
マ
ー
ク
を
使
用
す

る
際
の
注
意
事
項

(
抜
粋
)

い
る
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ユ
ー
マ
ー
活
動
や
グ
リ
ー
ン
購

人
な
ど
の
活
動
も
、
意
昧
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん

「
環
境
1
や
さ
し
い
怜

ほ
ん
と
ぅ
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
生
き
て
い
る
限
り
、
多
か
れ

少
な
か
れ
環
境
に
負
荷
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
の
は
、
正

確
で
誤
解
を
招
か
な
い
表
示
を
一
緒
に
表
示
し
な

い
場
合
、
あ
い
ま
い
な
表
現
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ

シ
ユ
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ウ
オ
シ
ユ
を
見
分
け
る
0
の
原
則

企
業
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ユ
が
減
ら
な
い
で
あ
れ

ば
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
、
見
極
め
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
持
続
"
能
な
コ
ミ
丑
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
勺
三
Φ
言
が
発
打
し
て
い
る
「
グ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

こ
の
よ
う
な
基
準
が
あ
つ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
グ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ユ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
公
正
取

引
委
員
会
の
あ
る
調
査
で
は
、
説
明
不
足
や
あ
い

ま
い
な
環
境
表
示
を
使
う
脇
事
業
者
に
つ
い
て
そ

の
証
拠
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
を
用
'
愆
し
て
い

た
の
は
半
数
の
巧
社
で
し
た
穴
厶
正
取
引
委
員
会
、

ー
、
 
P
捻
)
0
 
ま
た
、
 
1
 
S
 
O
 
1
 
4
 
0
 
2
0
番

台
は
、
環
境
表
木
の
国
際
標
準
と
な
0
て
い
ま
す

が
、
こ
の
部
分
さ
え
守
れ
て
い
な
い
企
業
も
多
い
で

す

リ
ー
ン
ウ
オ
ツ
シ
ユ
・
ガ
イ
ド
か
ら
、
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ユ
の
見
分
け
方
を
紹
介
し
ま
す
。
製
品
の

種
類
や
時
期
な
ど
に
ょ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
判
断
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
指

標
を
見
な
が
ら
、
感
覚
を
養
っ
て
い
く
と
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん

(
U
R
L

三
g
 
1
.
「
E
3
=
.
凸
0
.
=
ミ
区
全
.
三
宮
'
仙
、
0
『
月
二
竃
窮
=
,
0
匡
ミ
0
,
且
⇔

5
 
ク
ラ
ス
で
番
0

他
の
製
品
が
環
境
の
配
慮
を
し
て
い
な
く
て
も
、

そ
の
製
品
と
の
わ
ず
か
に
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
と

主
張
す
る

0
グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ユ
の
問
題
点

グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ユ
が
増
え
れ
ば
、
消
喪
者
の
信

頼
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
環
境
に
配
慮
し
て
い

な
い
製
品
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
機
会
が
増
え
て
し
ま

う
で
し
よ
う
。
ほ
ん
と
ぅ
に
環
境
配
應
を
し
て
い
る

も
の
が
売
れ
な
く
な
り
ま
す
。
環
境
団
体
が
行
っ
て

6
 
環
境
を
大
切
に
し
た
危
険
製
品

環
境
に
や
さ
し
い
た
ぱ
二
?
環
境
配
慮
は
製
品

を
安
全
に
し
た
り
は
し
な
い
。

あ
い
ま
い
な
表
現

1

衆
境
に
や
さ
し
い
地
球
に
や
さ
し
い
」
「
グ

リ
ー
ン
」
な
ど
あ
い
ま
い
な
葉
や
表
現

唾

7
 
わ
か
り
に
く
い
表
現

科
学
者
だ
け
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
専
門
用
語

と
情
報

2
 
汚
染
企
業
が
う
く
る
環
境
配
慮
製
品

た
と
え
ぱ
、
川
を
汚
す
企
業
が
つ
く
つ
た
省
エ
ネ

電
球
な
ど

8
 
架
空
の
第
三
者
認
証

第
者
が
保
証
す
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
よ
う

な
ラ
ベ
ル

3
 
暗
尓
的
な
イ
メ
ー
、
シ
図

環
境
配
慮
を
時
示
さ
せ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

例
車
の
排
気
管
か
ら
花
が
咲
い
て
い
る

9
 
証
明
な
し

も
し
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
証
拠
は
ど
こ
ワ

4
 
的
外
れ
の
主
張

全
体
と
し
て
は
環
境
配
慮
製
品
で
は
な
い
の
に
、

部
の
環
境
配
慮
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

川
全
く
の
う
そ

ね
つ
造
さ
れ
た
デ
ー
タ
、
情
報
。

る

0
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▲

1
政
策
内
容
1

地
域
環
境
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
ょ
る
エ
コ
大
学
・

コ
ミ
ユ
三
プ
イ
の
活
性
化
事
業
」
と
題
す
る
政
策
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
本
政
策
は
、
大
学
生
を
中
心
に
、

農
業
を
実
際
に
体
験
し
、
併
せ
て
農
業
経
営
の
実

態
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
『
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
』
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
、
京
都
圏
5
拠
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
農
山
漁
村
型

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
t
る
と
い
う

内
容
の
も
の
で
す
。
大
学
と
役
所
と
が
協
力
し
。
学

生
、
そ
し
て
社
会
人
か
ら
も
参
加
者
を
つ
の
る
こ
と

で
地
城
全
体
が
農
業
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
意
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
と
い
う
経
験
だ
け
で
は
終
わ
ら
せ
ず
、

そ
の
経
験
を
活
か
し
て
各
自
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

設
計
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
経
験
を
実
践
に
移
す
と
こ
ろ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
今
回
の
政
策
案
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
政
策
案
を
詰
め
て
い
く
な
か
で
他
大
学
の
学

生
と
も
定
期
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
合
宿
を
通

じ
て
話
し
合
ワ
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
に
な
い
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

環
境
活
動
に
は
、
一
人
.
人
に
対
し
て
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
を
促
す
こ
と
を
月
的
と
し
た
環
境
啓
の
強
化
や
京
都
市
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
現
状

発
活
動
の
ほ
か
に
、
自
治
体
や
そ
れ
に
推
ず
る
機
把
握
及
び
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
重
点
を

関
に
影
響
を
も
た
ら
し
、
公
共
政
策
の
形
成
及
ぴ
羅
き
ま
し
た
。
ま
た
、
左
記
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
に
沿
う

変
容
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
て
京
都
市
の
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
て
政
策
立
案

活
動
(
X
1
)
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
、
環
境
政
策
プ
に
励
み
ま
し
た
。

ロ
、
シ
エ
ク
ト
ゞ
巾
Φ
S
第
.
二
回
環
境
学
生
討
論
会
S

(
以
下
ゞ
Φ
巴
は
、
京
都
市
役
所
に
対
し
て
学
生
の

準
備
期
間

視
点
か
ら
社
会
の
あ
り
方
や
理
想
像
を
提
示
し
、

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
提
言
す
る
ア
ド
ボ

.

カ
シ
ー
活
動
に
挑
み
ま
し
た
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
エ
ク

ス
ケ
、
ノ
ニ
ー
レ

ト
に
は
同
志
社
大
学
の
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
全
〒

国
か
ら
詑
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
捉
言
先

5
月
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
な
っ
た
京
都
市
は
、
 
2
0
0
9
年
に
低
炭
素
社

6
月
一
県
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
ヒ
ア
リ
ン
グ

会
の
笑
現
を
目
指
す
県
境
モ
デ
ル
都
市
に
選
定
さ

7
月
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヒ
ア
リ
ン
グ

れ
て
い
ま
す
。
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、

8
月
他
大
学
合
同
夏
合
宿

大
学
高
校
・
小
中
学
区
な
ど
京
都
市
内
の
様
々
な

京
都
市
民
の
二
ー
ズ
を
発
掘
1

コ
ミ
ユ
一
一
テ
ィ
の
風
士
や
文
化
に
合
0
た
エ
コ
活
動
を

ア
ン
ケ
ー
ト
分

活
性
化
し
な
が
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

Ⅱ
月
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
W
Φ
零

謡
月
政
策
提
言
日

は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
二
ー
ズ
仁
答
え
る
べ
く
3
う

の
政
策
案
を
京
都
市
に
提
言
し
ま
し
六

口
W
ゆ
Φ
m

血

本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
メ
ン
バ
ー
問
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

..

〒
1
背
〒

①
農
業
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
0
た
と
こ

ろ
、
「
農
業
陸
れ
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
浮
上
し
た

②
①
を
も
と
に
京
都
市
の
各
種
資
料
・
統
計
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
農
地
の
減
小
ノ
、
若
年
眉
の
農
業
へ
の
関

心
不
足
、
炊
産
業
の
哀
退
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
影
響
で
、
近
年
日
本
の
食
料
自
給
率

も
低
下
の
途
を
た
ど
つ
て
お
り
、
現
在
先
進
国
中

で
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

食
と
農

(
X
1
)
ア
ド
ポ
カ
シ
ー
活
動
;
・
政
策
捉
言
活
動

1
政
策
の
目
的
1

大
学
生
を
主
な
対
象
と
し
て
、
京
都
府
内
で
農

山
漁
村
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
設
し
、

①
農
業
を
実
際
に
体
験
す
る
機
会
を
与
え
る

②
就
農
を
考
え
て
い
る
大
学
生
に
、
農
業
経
営
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
与
え
る

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
自
分
た
ち
が
思
う
と

こ
ろ
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ

し
て
当
日
は
メ
ン
バ
ー
問
の
意
見
交
流
だ
け
で
な

く
、
 
N
P
0
法
人
か
ら
講
師
を
招
き
、
京
都
市
に

お
け
る
政
策
提
言
活
動
の
現
状
や
自
分
た
ち
が
今

後
活
動
し
て
い
く
上
で
重
要
と
な
る
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
丸
1
日
に

わ
た
る
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
で
き
た

お
か
げ
で
、
メ
ン
バ
ー
問
の
親
睦
も
深
ま
り
、
そ
の

後
行
わ
れ
る
会
議
で
も
互
い
に
遠
慰
す
る
こ
と
な

く
活
発
な
議
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
会

議
も
非
常
に
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
の
2
点
を
月
的
と
し
て
い
ま
す

合
〒

京
都
市
へ
の
政
策
提
言
の
た
め
、
一
百
間
の
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。
目
的
は
、
京
都
市
が
行
0
た
「
歩
く

ま
ち
京
都
・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
京
都
市
政
に
対

す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
口
0
<
0
仁
乏
0
↓
0
 
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
声
な
ど
か
ら
、
京
都
市
民
の

環
境
に
対
す
る
意
識
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
行
政
お

要
望
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
京
都
市
民
の
二
ー
ズ
を

把
握
し
、
政
策
が
机
上
の
空
論
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

1
日
目
は
、
班
ご
と
に
そ
れ
ま
で
の
会
議
を
振
り

返
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
て
、
政
策
案
の
骨
子

を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
班
で
作
り
た
い
政
策

案
の
方
向
性
を
発
表
し
合
い
、
お
互
い
に
意
見
を
述

べ
合
い
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
、
さ
ら
に
政
策
案

に
磨
き
を
か
け
、
文
章
に
し
、
内
{
谷
を
ま
と
め
ま
し

た
。
2
日
目
は
、
 
1
日
目
に
作
り
上
げ
た
政
策
案
を
、

実
際
、
環
境
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
編
価

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ビ
協
力
頂
い
た
の
は
N
P
0
法

人
木
野
環
境
様
で
す
。
企
業
・
自
治
体
の
各
種
調

査
研
究
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ペ
ン
ト
な
ど
の
開
催

を
通
じ
て
、
環
境
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、

企
業
な
ど
の
営
利
目
的
の
あ
る
会
社
に
対
し
て
コ
ン

サ
ル
ト
業
務
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち

が
作
っ
た
政
策
案
を
実
際
に
シ
ス
テ
ム
と
し
て
組
み

込
ん
で
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
る
と
考
え
、
、
こ
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

に
政
策
案
を
見
て
い
た
だ
き
、
内
容
の
具
体
性
を
も

た
せ
る
こ
と
、
作
0
た
政
策
案
と
京
都
市
の
基
本
計

画
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
類
似
点
が
な
い
か
、
す
で
に

実
行
さ
れ
て
い
な
い
か
を
チ
エ
ッ
ク
す
る
べ
き
だ
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
か
ら
、
各
班

と
も
政
策
完
成
の
足
掛
か
り
と
な
る
テ
ー
マ
、
食

以
上
の
背
景
か
ら
、
今
年
度
の
W
零
Φ
の
活
動
を
経

て
何
か
貢
献
で
き
な
い
か
、
私
た
ち
学
生
に
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
今
回

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

将

そ
し
て
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
現
状
で
は
、

来
農
業
絲
営
を
考
え
て
い
る
人
や
た
だ
農
業
に
興

味
を
持
0
て
い
る
人
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
識
レ

ベ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
く
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
ま
す
ま
す
若
年
馬
の
農
業
酢
れ
が
進
む
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
者
え
ま
し
六

'
ツ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ー

2
0
1
1
年
度
は
、
重
大
学
、
南
山
大
学
、
山

梨
県
立
大
学
な
ど
と
い
っ
た
他
大
学
と
連
挑
し
て

活
動
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
た
め
、
 
5
月
に
活
動

力
針
の
確
認
と
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
京
都
市
の
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
朝
早
く
か
ら
他
火
学
を

含
め
た
全
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ
え
、
活
動
力
針
の

硫
認
、
自
己
紹
介
を
終
え
た
後
、
「
食
と
農
」
、
王

ネ
ル
ギ
ー
、
{
廃
棄
物
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か

★
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
ー

6
月
に
は
京
都
市
の
環
境
問
題
に
対
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
広
く
理
解
す
る
た
め
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
建
物
全
体
で
、
太
陽
光

発
電
、
雨
水
利
用
地
熱
利
用
、
高
断
熱
外
壁
、
ビ

オ
ト
ー
プ
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
資
源
型
の

設
備
を
導
入
し
、
さ
ら
に
、
自
然
素
材
を
生
か
し
た

材
料
や
り
サ
イ
ク
ル
建
材
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
職
員
の
方
に
建
物
全
体
を
案
内
し
て
も
ら
つ

た
後
、
京
都
市
の
環
境
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
京
都
市
が
参
考
に
で
き
る
よ

う
な
海
外
で
の
環
境
問
題
に
対
す
る
事
例
も
い
く

つ
か
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
の
質

疑
応
答
の
中
で
は
自
分
た
ち
が
政
策
を
立
案
す
る

う
え
で
参
考
に
な
る
お
話
も
あ
り
、
半
日
を
通
し

て
非
常
に
充
実
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
な
り
ま

し
た

と
農
班
は
地
産
地
消
、
王
ネ
ル
ギ
ー
」
班
は
省
エ
ネ

設
備
、
廃
棄
物
」
班
は
3
R
の
普
及
と
環
境
教
育

と
い
う
方
向
性
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ー
プ
レ
イ
ベ
ン
↑

今
回
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
区
釖
り
と
し
て
、
京
都

市
市
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
西
本
様
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
お
呼
び
し
、
最
終
成
果
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。
り
ハ
ー
サ
ル
で
各
班
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
ょ
る
プ
レ
ゼ
ン
の
最
終
確
認
を
行
っ
た
後
、
西
木

様
プ
ロ
、
ジ
エ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

各
班
の
プ
レ
ゼ
ン
に
対
し
、
西
本
様
か
ら
以
下
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
食
と
農
北
部
と
の
連
拂
を
図
り
オ
ー
ル
京
都

府
で
行
う
点
が
良
い
地
産
地
消
が
追
い
風
と
な
っ

て
い
る
時
に
同
志
社
か
ら
広
め
て
い
く
こ
と
は
大

事②
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
中
学
校
の
環
境
教
育
は
あ
っ
て

も
高
校
生
は
空
白
部
分
で
あ
り
、
対
象
と
し
て
い
い

と
思
う
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
周
知
す
る
こ
と
は
大

切
。
授
業
の
中
身
は
学
生
で
提
示
し
六
ら
い
い
保

護
者
の
前
で
う
ち
舌
診
断
の
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
こ
と

は
い
い
と
思
う
。
」

③
廃
棄
物
「
生
こ
み
肥
化
の
環
境
教
育
は
以
前
か

ら
や
っ
て
は
い
た
が
何
回
か
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
、
良
い
着
眼
点
だ
と
思
う
」

4
全
体
学
生
が
こ
う
い
っ
た
取
組
み
を
す
る
こ
と

は
大
例
ど
の
政
策
も
具
体
的
な
内
容
を
も
う
少

し
つ
め
ら
れ
れ
ぱ
良
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
ど
れ
も
京

都
市
の
問
題
点
を
的
確
に
つ
い
た
も
の
に
仕
上
が
っ

て
い
る
各
班
が
政
策
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
改
善
点
を
洗
い
出
す
こ
と
で
、
政
策
案
を

振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン

を
通
し
、
物
事
の
伝
え
方
の
火
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
絲
験
を
通
し
て
、
今
後

の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。政

策
内
容

京都こ'ける
^

エコ・ ミユ

政策提'

25

▲▼▲

^

ティt舌性ヒに"け
^

田气倫



1
背
景
1

①
京
都
市
の
C
9
排
出
量
の
中
で
、
ほ
か
の

部
門
の
排
出
量
は
減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
私
た
ち
学
生
に
一
番
身
近
な
家
庭
部
門

の
C
O
.
排
出
量
だ
け
が
年
々
増
加
し
て
い
る

と
い
う
背
景

②
東
日
本
大
震
災
に
ょ
り
関
西
電
力
所
有
の

原
子
力
発
電
所
が
卜
基
中
七
基
停
止
し
、

節
電
の
必
要
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
背
景

1
政
策
の
目
的
1

省
エ
ネ
製
品
の
効
果
が
実
學
き
る
よ
う
な

環
境
教
育
を
実
施
し
、
省
エ
ネ
製
品
を
普
及

さ
せ
る
こ
と
で
、

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
貢
献
す
る
こ
と

②
学
生
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
を
向
上

さ
せ
る
こ
と

以
上
の
2
点
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

以
上
の
背
景
か
ら
、
有
効
な
対
策
を
立
て
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
ま
ず
私

た
ち
は
、
現
状
を
知
る
た
め
に
、
京
都
市
政
ア

ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
多

く
の
人
々
が
省
エ
ネ
商
品
を
買
わ
な
い
理
由
と

し
て
、
「
省
エ
ネ
製
品
を
使
う
こ
と
で
ど
れ
く
ら

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
の

か
実
感
で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
生
に

対
し
て
、
省
エ
ネ
製
品
を
使
う
と
ど
れ
く
ら
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
解
決
で
き
る
の
か
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
環
境
教
育
が
実
施
出
来
れ
ば
、

将
来
的
に
省
エ
ネ
製
品
が
も
う
と
普
及
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
少
し
で
も
近
付
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

口
W
Φ
m
Φ

1
政
策
内
容
1

学
生
に
対
す
る
環
境
教
育
と
し
て
、
省
エ
ネ

設
備
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ

を
年
2
回
、
冷
暖
房
の
使
用
ピ
ー
ク
時
で
あ
る

6
か
ら
7
月
、
 
W
か
ら
n
月
に
行
い
ま
す

回
目
は
、
人
門
編
と
し
て
、
地
球
温
暖

1
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
を
学
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

2
回
目
に
、
省
エ
ネ
製
品
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
ど
れ
く
ら
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
に
貢

献
で
き
る
の
か
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
省
工

ネ
製
品
を
導
入
し
た
場
ム
ロ
の
シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
炊
の
2
つ
の
サ
イ
ト
①
太
陽
光
パ
ネ

ル
シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
②
う
ち
舌
診
断
サ

イ
ト
を
活
用
し
、
学
生
自
身
に
「
恂
分
が
ど
の

よ
う
な
製
品
を
選
べ
ば
ど
れ
く
ら
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
の
か
」
を
実
感

レ
て
も
ら
い
ま
す
。
例
え
ぱ
う
ち
エ
コ
診
断
サ

イ
ト
で
は
、
居
住
地
域
や
家
族
の
人
数
、
部
屋

の
広
さ
、
冷
暖
房
使
用
時
間
・
温
度
設
定
、
ガ

ス
電
気
代
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
そ
の
球

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
分
析
し
、
平
均
の
光
熱

讐
と
の
比
較
や
、
家
の
ど
の
分
野
か
ら
の

C
9
排
出
量
が
多
い
か
、
太
陽
光
発
電
舌

キ
ユ
ー
ト
省
エ
ネ
型
ア
コ
ン
節
水
シ
ャ
ワ
ー

ヘ
ッ
ド
な
ど
を
取
り
付
け
る
と
ど
れ
く
ら
い

C
O
.
が
削
減
さ
れ
、
い
く
ら
く
ら
い
の
節
約

に
な
る
か
、
と
い
0
た
デ
ー
タ
を
目
で
見
え
る

形
に
し
て
表
.
尓
し
て
く
れ
る
の
で
、
学
生
は
省
工

ネ
製
品
の
効
果
を
具
体
的
に
実
感
す
る
こ
と

が
出
来
ま
ナ

以
上
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
エ
コ
製
品
を
普
及
さ
せ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す

、

き
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
ょ
る
堆
肥
化
は
今
後
の
廃

棄
物
対
策
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す

《
総
合
時
閻
1
回
目
一
コ
ン
ポ
ス
ト
に
ょ
る
堆
肥

づ
く
り
》

給
食
の
残
飯
を
堆
肥
化
用
の
容
器
に
入
れ
、

準
備
を
ず
る
過
程
と
、
完
成
し
た
堆
肥
を
混

ぜ
た
士
に
苗
を
植
え
る
過
程
を
経
験
し
ま

す
政
策
の
対
録
を
拡
火
し
て
い
き
、
幅
広
い
層

の
方
に
堆
肥
づ
く
り
を
経
験
し
て
も
ら
い
ま

す
。
《
総
合
時
間
2
回
目
一
環
境
教
育
》

主
に
廃
棄
物
問
題
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
う

こ
と
で
、
体
験
の
印
象
を
よ
り
強
く
残
し
、
知

識
の
定
着
を
促
し
ま
す
。
小
中
学
生
に
対
し
て

は
京
都
市
内
の
大
学
生
が
、
大
人
に
対
し
て
は

廃
棄
物
問
題
に
関
す
る
市
の
職
員
や
大
学
教

授
が
講
義
を
し
ま
す
。
以
上
述
べ
た
方
法
に
ょ

り
、
家
庭
内
に
お
け
る
ご
み
減
量
を
目
指
L
ま

す

1
背
景
1

①
京
都
市
の
抱
え
る
廃
棄
物
問
題

「
京
都
市
循
環
型
社
会
推
進
基
本
計
画

S

京
の
ご
み
戦
略
討
S
」
に
ょ
る
と
、
生
、
こ
み
は

定
期
収
集
ご
み
の
約
4
割
と
商
い
割
合
で
す
。

さ
ら
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
伏
見
区
内
の
埋

め
立
て
地
が
数
年
後
に
は
満
杯
に
な
り
、
新
し

く
ご
み
処
即
場
を
建
設
し
て
も
、
肋
年
以
内

に
満
杯
に
な
る
予
定
で
す
以
上
か
ら
、
「
上

流
部
分
で
の
対
策
(
発
生
抑
制
や
再
使
用
な

ど
、
こ
み
が
発
生
し
な
い
仕
組
み
づ
く
り
)
」
を

目
指
す
京
都
市
政
じ
合
わ
せ
て
、
廃
棄
量
の

減
少
と
効
"
の
よ
い
無
駄
の
な
い
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
の
創
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
日
本
の
り
サ
イ
ク
ル
技
術
に
つ
い
て

臼
本
の
り
サ
イ
ク
ル
技
術
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
水
徽
で
す
。
中
で
も
、
臼
本
の
生
ゴ
ミ
の

再
資
源
化
は
、
効
率
よ
く
り
サ
イ
ク
ル
が
で

以
上
よ
り
、
環
境
教
育
を
通
し
て
家
庭
に
お

け
る
意
識
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

活
動
し
ま
し
た
。

1
政
策
の
目
的
1

京
都
市
内
の
学
校
・
学
区
を
中
心
に
、
地
城

で
協
力
し
な
が
ら
生
、
こ
み
の
堆
肥
化
に
取
り

組
む
こ
と
を
推
進
す
る
環
境
教
育
政
策
を
作

成
し
、
市
民
に
ビ
み
か
ら
堆
肥
う
く
り
を
経
験

し
て
も
ら
う
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、

家
庭
内
で
消
讐
・
廃
棄
を
す
る
際
に
3
R
の
意

識
を
強
く
持
っ
て
も
ら
い
:
こ
み
の
排
出
を
抑

え
る
こ
と
で
、
環
境
に
負
荷
の
軽
減
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
併
せ
て
、
学
校
・
地
域
に
お

け
る
交
流
を
深
め
る
目
的
も
あ
り
ま
す

田

〒教
育
委
員
会
事
務
局

'
、

＼
・
い
ゞ
f

エ
ネ
ル
ギ
ー

指
導
部
様
よ
り

舌
家
電
の
み
に
焦
点
を
当
て
た
授
業
は
京

都
市
立
高
校
で
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文

科
省
よ
り
要
諸
さ
れ
て
い
る
環
境
教
育
の
カ
リ

キ
丑
フ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
堀
川
高
校
、
紫

野
高
校
、
日
吉
ケ
丘
高
校
、
塔
南
高
校
、
西
京

高
校
、
京
都
堀
川
音
楽
高
校
、
銅
駝
美
術
工

芸
高
校
、
伏
見
工
業
高
校
、
洛
陽
工
業
高
校

で
は
各
校
の
特
徴
を
生
か
し
た
環
境
數
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
中
学
校
ま
で
は
全
体
で
力

リ
キ
ユ
ラ
ム
を
一
律
化
し
て
い
る
も
の
の
、
高
校

は
専
門
的
か
つ
進
路
保
証
も
必
要
と
な
る
た

め
、
カ
リ
キ
丑
ブ
ム
を
一
律
化
す
る
の
は
難
し
い

で
す
し
か
し
各
校
に
適
し
た
カ
リ
キ
三
フ
ム
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
す
普
通
科
高

校
な
ら
、
あ
る
程
度
カ
リ
キ
丑
フ
ム
を
律
化

す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
学
生
に
は
康
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
授
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い

で
す
。
昔
に
比
べ
、
環
境
教
育
は
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
頃
の
授
業
は
も
と
よ
り
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
と
り
ン
ク
さ
せ
て
環
境
教
育

を
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
け
れ
ど

も
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
か
ら
実
際
に
話
を
闇
く

こ
と
が
で
き
れ
ぱ
、
環
境
問
題
に
対
し
て
も
っ

と
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
高
校
か
ら
環
境
教
育
の
切
り
口

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
企
業
や

大
学
教
授
に
対
し
て
は
環
境
教
育
に
対
す
る

1
政
内
容
1

エ
コ
学
区
な
ど
の
小
中
学
生
や
地
域
の
方
々

が
コ
ン
ボ
ス
ト
で
ご
み
ミ
を
再
利
用
し
た
堆
妃

づ
く
り
を
し
ま
す
。
そ
の
堆
肥
を
使
っ
て
育
て

た
花
を
地
域
の
緑
化
に
活
用
し
ま
す
。
同
時

に
、
畷
境
教
育
を
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
廃
棄

物
問
題
に
関
し
て
の
知
識
、
意
識
の
向
上
を
図

り
ま
す
政
策
対
象
と
し
て
は
、

山
科
地
域
を
除
く
舌
学
区
域
B
学
区
を
考

え
て
お
り
。
選
定
し
た
小
中
学
校
の
総
合
時
間

2
回
分
を
使
い
ま
す

各
政
策
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

〒
食
と
農

恊
力
を
求
め
て
い
ま
ナ

廃
粟
物

r
環
境
政
策
局
循
環
型
社
会
推
進
部
様
よ
り

2
 
0
 
1
 
0
年
仁
、
一
み
半
減
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
本
計
画
で
は
、
 
2
 
0
2
0
年
ま

で
に
諦
万
ト
ン
ま
で
減
母
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
伏
見
の
水
垂
埋
立
処
分
地

は
、
川
年
ほ
ど
前
に
埋
立
て
を
終
え
、
現
在

は
、
伏
見
の
醍
醐
に
あ
る
東
部
山
問
埋
立
処

分
地
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
京
都
市
は
山
に
囲

ま
れ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
埋
め
立
て
場
を
作

る
の
は
難
し
い
で
す
。
一
般
的
に
:
こ
み
の
分

別
り
サ
イ
ク
ル
は
、
.
日
ル
ー
ル
を
作
れ
ば
、

比
較
的
進
ん
で
い
く
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ビ

み
を
減
ら
す
り
デ
ユ
ー
ス
・
り
ユ
ー
ス
は
簡
単
そ

う
で
難
し
く
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
生
、
こ
み
は
:
こ
み
全
体
の
約

4
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
は
分
別

が
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。
 
3
年
ほ
ど
前
に
生

ビ
み
の
分
別
収
集
実
験
を
行
い
ま
し
た
が
、
分

別
へ
の
協
力
率
が
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
缶

び
ん
へ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
違
っ
て
、
分
け
て
保
管

す
る
と
き
の
臭
い
が
問
題
に
な
る
た
め
で
t
。

市
で
は
、
コ
ミ
三
一
テ
ィ
単
位
で
、
こ
み
を
資
源
に

変
え
る
り
サ
イ
ク
ル
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
次
堆
肥
ま
で
は
そ
の
場
に
あ
る
コ
ン
ポ
ス
ト

で
行
い
、
二
炊
堆
肥
は
業
者
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
の
給
食
、
こ
み
の
分
別
は
す
で
に

行
う
て
お
り
、
試
験
的
に
堆
肥
化
装
置
を
置
い

て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
し
か
し
、
小
学

校
全
体
で
行
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

扣
当
者
様
の
事
前
の
伝
言
よ
り

学
生
団
体
で
イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
先
を
見

つ
け
た
り
、
同
志
社
大
学
が
所
有
す
る
農
地
を

利
用
し
、
学
内
で
募
集
を
か
け
、
試
験
的
に
実

施
し
て
み
て
は
ど
ぅ
か

ん
。
ま
た
、
現
状
七
し
て
、
地
城
と
と
も
に
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
落
ち
葉
を
堆
肥
に
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
域
は
あ
り
ま
す
。

生
ご
み
に
関
し
て
は
難
し
い
の
で
ま
だ
行
え
て

い
ま
せ
ん
。
各
大
学
に
対
し
て
は
:
こ
み
減
危

の
指
導
は
行
0
て
い
ま
す
が
、
学
生
個
人
に
ま

で
は
行
き
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
食
育
に
ょ
っ

て
、
食
へ
物
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
は
学
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
市
民
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
地
域
の
方
々
と
も
協
力
し
て
行
っ

て
い
ま
す

デ
環
境
政
策
局
地
球
温
暖
化
対
策
室
様
よ
り

京
都
議
定
書
艇
生
の
地
・
京
都
に
お
い
て
、

将
来
を
担
う
て
い
か
れ
る
皆
様
が
環
境
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
議
論
を
重

ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
限
り
で

す
市
人
口
の
1
割
を
占
め
る
学
生
は
,
本
市

に
お
け
る
環
境
活
動
を
牽
引
し
て
い
く
重
要

な
役
割
を
担
0
て
お
ら
れ
ま
す
。
低
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
ヨ
0
 
<
0
こ
乏
0
↓
0
父
環

境
に
い
い
こ
と
し
て
い
ま
す
か
?
)
」
を
合
言
葉

環
境
に
や
さ
し
い
取
組
を
広
め
て
参
り
ま

ιし
よ
う
皆
様
の
今
後
の
御
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す

総
括



W
:
Φ
で
は
、

今
年
度
の
活

匁

動
を
振
り
返

り
、
ま
た
D
E

鴫

P
の
存
在
を
全

＼

国
に
広
め
る
機

会
と
し
て
、
昨

年
の
謡
月
紛
か
ら
町
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
第
9
回
全
国
大
学
生
環
境
活
動
コ
ン
テ
ス
ト

e
 
c
 
o
 
c
 
o
 
n
 
2
 
0
 
1
 
1
」
に
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
エ
コ
コ
ン
と
は
、
環
境
活
動
に
携

わ
る
全
国
の
大
学
生
が
一
堂
に
集
ま
り
、
各
大

学
が
自
分
た
ち
の
活
動
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た

後
、
質
疑
に
応
じ
、
そ
れ
ら
を
基
に
審
査
員
が
評

価
し
、
順
位
を
競
い
合
っ
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
い
か

に
自
分
た
ち
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
か
が
勝

敗
を
決
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
た
ぢ

の
1
年
問
の
活
動
を
振
り
返
り
、
そ
こ
に
意
義
を

見
つ
け
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
な
ぜ
そ
の
活
動

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
何
を
目
的
と
し
て

行
っ
て
い
る
の
か
と
い
0
た
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ

れ
を
外
部
に
伝
え
る
に
は
ど
ぅ
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
エ
ヨ
ン

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
 
1
年
問
の
活
動
を
見
う
め

直
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
部
日
に
予
選
が
行

わ
れ
、
私
た
ち
は
今
年
度
W
§
で
行
っ
た
政
策
提

活
動
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。
予
選
で
の
審
査

基
準
は
5
分
の
プ
レ
ゼ
ン
に
加
え
、
 
4
分
の
質
疑

に
応
じ
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
す
。
予
選
グ
ル
ー
プ

で
戦
っ
六
他
大
学
は
目
に
見
え
る
舌
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
と
二
ろ
が
多
く
、
活
動
が
イ
メ
ー

.

.

国
、
至

ジ
し
や
す
い
な
か
で
、
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る

W
巾
巾
Φ
と
し
て
は
審
査
員
の
方
々
に
自
分
た
ち
の

活
動
内
六
合
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
一
古

心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
策
提
言
と
い
う
ス
タ
イ

ル
ゆ
え
に
、
行
政
に
関
わ
れ
る
範
囲
に
も
限
界
が

あ
り
、
主
体
性
・
継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

他
団
体
と
比
較
す
る
と
弱
い
部
分
が
あ
る
と
い

う
こ
と
も
班
実
で
し
た
。
た
だ
、
他
大
学
と
比
較

し
て
W
舟
Φ
.
の
政
策
提
言
活
動
は
メ
ジ
ャ
ー
で
な
い

分
、
特
色
を
ア
ヒ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
結

果
は
残
念
な
が
ら
予
選
で
敗
退
し
、
翌
日
の
決

勝
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

.

今
回
の
舌
コ
ン
を
通
し
て
、
自
分
六
ち
に
は
ユ
一
一
1

ク
な
環
境
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
こ
と
な
ど
、
逮
成
で
き
六
と
思
え
る
点

が
あ
り
ま
し
六
そ
れ
と
同
時
P
、
審
査
員
の

方
々
に
う
ま
く
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

な
ど
反
省
点
も
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

そ
れ
ら
を
し
つ
か
り
と
受
け
止
め
、
改
善
し
て
い

く
こ
と
で
、
来
年
度
の
活
動
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
今

年
度
の
活
動
で
は
政
策
提
言
と
い
う
シ
ス
テ
ム
作

り
の
面
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
A
,

年
度
の
反
省
点
も

踏
ま
え
、
自
分
た
ち

学
生
が
地
域
と
よ

り
主
体
的
に
関
わ
0

て
い
く
と
い
う
姿
勢

を
大
切
に
し
た
う

え
で
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
コ
ン
で

は
環
境
活
動
に
関

わ
る
全
国
の
大
学

を
呼
び
か
け
る
た
め
に
制
作
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
!

森
林
ト
レ
シ
ャ
ー
ハ

ι
M
制
作
過
程
1

粘
土
で
作
っ
た
「
あ
す
み
ち
ゃ
ん
を
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
、
そ
れ
を
勺
「
Φ
ヨ
一
m
「
Φ
勺
3
で
繋
げ
る
コ
マ
撮
り

の
手
法
で
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

口
W
m
Φ
m
&
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル

生
と
触
れ
合
い
、
北
互
い
に
良
い
剌
激
を
与
え
合

う
こ
と
が
出
来
ま
す
環
境
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方

法
に
は
様
々
な
形
が
島
る
の
ガ
と
い
う
こ
と
を
再

確
認
し
た
と
と
も
に
、
ど
の
団
体
の
プ
レ
ゼ
ン
を

問
い
て
い
て
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
あ
る
団
体
の
方
々
が
、
「
環
境
に
関
心

の
な
い
人
々
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
し
て
い
け
ば
良
い

の
か
を
者
え
な
が
ら

環
境
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
話
さ
れ
て

お
り
、
非
常
に
印
象

的
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
見
習
い
た
い
と
思

え
る
志
を
持
0
た
多

く
の
方
々
に
出
会
う

1
目
的
1

毎
年
同
志
社
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
活
動

を
周
知
さ
せ
る
こ
と

黒
社
大
学
に
所
属
す
る
す
べ
て
の
人

1
放
映
し
た
場
所
1

伺
志
社
口
ー
ム
紀
念
館
内
劇
場
空
問

1
放
映
し
た
期
間
1

5
月
力
ら
6
門

ι
M
制
作
過
程
1

出
一
旦
「
里
0
「
を
使
用
し
て
女
の
,
の
ア
ニ
メ
を
描

き
、
そ
の
画
像
を
司
「
Φ
ヨ
一
円
巾
牢
0
を
用
い
て
編
集
し
ま

し
こ
0

ι
M
内
容
1

D
E
P
の
省
エ
ネ
活
動
に
関
す
る
も
の
で
す
エ
ア
コ

ン
の
温
度
成
定
に
着
目
し
た
内
容
で
、
訟
度
設
定

こ
と
が
で
き
、
学
び

の
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。
エ
コ
コ
ン
に

出
場
す
る
こ
と
で

、

ら
れ
た
学
び

得

阜

、
"
゛

を
、
今
後
の
D
E
P

1

の
聶
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
環
境
活
動

を
h
つ
て
い
く
際
に
は
、
全
国
に
仲
冏
あ
る
い
は

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭

に
お
い
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

.

1
政
策
提
言
を
終
え
て
ー

2
0
1
1
年
度
、
W
§
は
、
前
年
度
の
群
馬
県
の

嬬
恋
村
か
ら
自
分
た
ち
の
身
近
な
京
都
市
へ
と
提

言
先
を
変
え
て
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
に
励
み
ま
し

た
。
環
境
に
関
す
る
先
進
事
例
を
読
み
あ
さ
り
、

座
々
京
都
市
内
の
N
F
0
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
行

く
な
ど
学
習
を
重
ね
て
、
京
都
市
内
の
課
題
を
顕

在
化
さ
せ
た
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
地
域
に
密
着
し
た
実
践
的
な

環
境
活
動
が
で
き
た
の
か
と
い
う
点
で
大
き
な
反

省
点
が
残
り
ま
す
。
今
後
は
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動

の
過
程
を
地
城
社
会
と
密
着
し
て
実
践
的
な
環
境

活
動
を
交
え
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
で

し
ょ
一
ワ
。

私
た
ち
は
、
今
後
も
学
内
外
問
わ
ず
社
会
に
対

し
て
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
を
行
い
ま
す
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
活
動
は
社
会
性
と
政
治
性
の
高
い
取
り
組
み

な
の
で
、
社
会
の
情
勢
に
左
右
さ
れ
や
す
く
困
難

が
付
き
ま
と
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
社
会
に
対
し
て
主
張
す
る
姿

勢
こ
そ
、
時
代
の
過
渡
期
の
中
、
学
生
が
目
指
す
べ

き
姿
だ
と
信
じ
て
、
大
胆
に
社
厶
天
提
言
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
t

1
目
的
1

1
自
然
で
遊
ぶ
こ
と
に
ょ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
自
然

の
楽
し
さ
・
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

②
森
林
で
楽
し
く
遊
ん
だ
と
い
う
経
験
を
持
ち

帰
つ
て
も
ら
う
こ
と

翅

▲
・
0
・
1

あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
不
特
定
多
数
」
に
向
け
、

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
手
段
で
環
境
意
識
の
改
革

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
に
環
境
活

動
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
視
聴

者
の
二
ー
ズ
や
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
映
像
を
制
作
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
2
0
1
1
年
度
は
、

特
に
「
情
報
を
享
受
す
る
側
」
の
視
点
を
重
視
し
、

映
像
制
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
 
2
0
1
1
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
一
爪
都
の
環

境
問
題
に
関
す
る
映
像
を
制
作
し
、
テ
レ
ビ
で
放

映
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
般
的
な
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
発
信
も
試
み
ま

し
六

ー
イ
ベ
ン
ト
日
時
1

2
0
1
1
年
Ⅱ
月
5
日
(
土
)
Ⅱ
時
妬
分
か
ら

H
時
妬
分

②
2
0
1
1
年
Ⅱ
月
6
日
(
日
)
松
時
か
ら
H
時

1
簡
潔
な
企
画
内
容

本
企
画
は
、
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
2
0
1
1
年

度
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
に
て
主
催
・
運
営
・
実
施
し
た
環

境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
企
画
当
日
は
、
伺
志
社

ロ
ー
ム
記
念
館
内
劇
場
空
間
、
同
志
社
大
学
内
里

山
、
理
化
学
館
裏
、
医
心
館
横
な
ど
を
利
用
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
映
像
技
術

を
通
し
て
、
社
会
問
題
に
な
り
つ
つ
ぁ
る
「
子
ど
も

の
自
然
離
れ
」
に
対
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
大
学
内
の
自
然
を
使
っ
て
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
体
験
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。
た
だ
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
月
的
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
「
ト
レ

シ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
」
と
い
う
形
式
で
催
し
ま
し
た
。
ま

た
企
画
終
了
後
は
、
さ
ら
な
る
環
境
意
識
の
啓
発

を
目
的
と
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
映
像
の
制
作
と
本
企

画
の
完
全
マ
ニ
ユ
ア
ル
を
作
成
し
、
D
E
P
に
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
保
存
し
ま
し
た

ι
M
内
容
1

あ
す
み
ち
ゃ
ん
」
が
案
内
人
と
な
っ
て
本
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

如

1
目
的
1

あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
知
ら
な
い
人
に
活
動
内
容

な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と

1
対
〒

主
に
学
生
、
特
に
環
境
や
映
像
制
作
に
興
味
が

あ
る
人
放
映
し
た
場
所

同
志
社
口
ー
ム
、
記
念
館
内
劇
場
空
間

1
放
映
し
た
期
間

5
月
数
日
間
上
映

みチャンネル

環境問題を映像で発信

吉 @辺
.ノ、

201ecocon

あす



1
対
象
1

京
田
辺
市
に
住
む
小
学
生
(
小
学
校
中
学
年
)

と
保
護
者

1
企
画
詳
細
1

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
の
制
作
1

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
は
、
ト
レ
、
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
に

参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に

見
る
映
像
で
t
 
こ
の
映
像
は
、
子
ど
も
た
ち
を

森
林
ハ
ン
タ
ー
へ
と
誘
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
映

像
で
あ
り
、
主
な
内
{
谷
は
ト
レ
、
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー

を
す
る
理
由
の
説
明
と
ル
ー
ル
説
明
で
し
た
。

映
像
は
、
 
D
E
P
メ
ン
バ
ー
が
突
如
パ
ソ
コ
ン
上
に

現
れ
た
「
ボ
ス
」
を
発
見
す
る
シ
ー
ン
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
 
D
E
P
メ
ン
バ
ー
が
大
切
に
し
て
い
た
5

つ
の
宝
石
を
盗
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
宝
石

を
、
 
D
E
P
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
取
り
返
し
に
行
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
0
 
子
ど
も
た
ち
が
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
、
難
し
い
言
葉
の
使
用
を
避

け
、
単
純
で
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
の

制
作
に
尽
力
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル

゛
、ノ

な
世
界
か
ら
現
実
世
界
で
の
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト

に
出
か
け
る
と
い
う
設
定
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
使
命
感
を
与
え
る
よ
う
な
言
葉

を
使
用
す
る
な
ど
の
工
夫
も
凝
ら
し
ま
し
た
。

制
作
は
映
像
構
成
、
絵
コ
ン
テ
作
成
、
撮
影
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
録
音
、
編
集
と
い
っ
た
于
順
で
行
い
ま

し
た
。
撮
影
は
D
E
P
メ
ン

バ
ー
に
演
者
と
し
て
協
力
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ

ス
が
登
場
す
る
シ
ー
ン
で
は
ス

タ
ジ
オ
で
撮
影
し
、
ク
ロ
マ

キ
ー
合
成
技
術
(
X
1
)
を
用

い
て
編
集
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ル
ー
ル
説
明
で
は
、
=
E
塗
『
里
9
を
用
い

て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ニ
メ
を
制
作
し
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
丁
寧
に
ゲ
ー
ム
の
説
明
を
す
る
こ
と
に

努
め
ま
し
六

(
X
1
}
ク
ロ
マ
キ
ー
合
成
技
術
ー
プ
ル
ー
バ
ッ
ク
(
"
"
色

の
背
景
)
で
撮
影
し
た
映
像
に
別
の
映
惚
を
合
成
す
る

技
術

ロ
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー

●
イ
ペ
ン
ト
串
備
当
臼

【
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ム

本
企
画
の
実
施
に
あ
た
り
、
企
画
内
で
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
災
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

実
施
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
企
画
班
独
口

で
老
え
た
も
の
や
社
団
法
人
日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
!
ム
協
会
の
ホ
ー
ム
。
ヘ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
中
か
ら
5
つ
を
選
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
動
き
回
る
よ
う
な
も
の
か

ら
、
頭
を
使
っ
て
当
え
る
も
の
ま
で
様
々
な
内
容

の
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。

第
2
ス
テ
ー
ジ
で
実
施
し
た
「
動
物
交
差
点
」
で

は
、
回
答
者
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
背
中
に
付

け
ら
れ
た
生
き
物
の
絵
の
特
徴
を
、
周
囲
の
仲

間
た
ち
に
質
問
を
し
て
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
な
が
ら

当
て
て
い
く
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
し
た
動
物
か

ら
昆
虫
ま
で
幅
広
い
生
き
物
を
当
て
る
ゲ
ー
ム

だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
了
ど
も
た
ち
も
生
懸

命
考
え
な
が
ら
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
答
え
を
考

え
て
い
た
り
し
ま
し
た

第
4
ス
テ
ー
ジ
で
実
施
し
た
同
じ
も
の
を
見

う
け
よ
う
で
は
、
敵
の
手
下
が
持
っ
て
い
る
も
の

と
同
じ
、
落
ち
葉
や
花
を
見
う
け
る
ゲ
ー
ム
で
し

た
。
同
じ
も
の
を
探
す
た
め
に
、
じ
0
く
り
と
^

物
を
観
察
す
る
こ
と
で
自
然
へ
の
開
心
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
全
体
の
振
り
返
り
を
含

め
た
ク
ィ
ズ
形
式
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー
ム
ト

レ
ジ
ャ
ー
Q
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
ス
テ
ー
ジ
で

登
場
し
た
敵
が
勢
揃
い
し
、
。
ヘ
ア
に
な
0
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
質
問
を

h
い
ま
し
た
。
少
し
難
易
度
の
高
い
問
題
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
引
率
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
全
員
が
正
符
す
る
二
と
が
で
き
ま
し

た
。

企
画
班
は
当
日
、
企
画
実
施
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
り
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

1
日
削
は
正
午
過
ぎ
か
ら
受
付
け
を
開
始

し
、
 
N
時
に
本
番
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
の
上
映
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
食
い
入
る
よ
う
に
映
像
に
集
中
し
て
見
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
実
施

場
所
に
向
か
う
道
中
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
D
E

0
 
」
な
ど
、
全
て
環
境
に
関
す
る
名
前
を
付
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
覚
え
や
す
く

親
し
み
や
す
さ
を
出
す
事
が
で
き
る
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
特
徴
、
性

格
な
ど
を
詳
細
に
設
定
す
る
こ
と
で
世
界
観
を

作
り
、
イ
ど
も
た
ち
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く

企
画
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
人
ひ

と
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
喋
り
方
や
動
作
な
ど
、

個
性
を
出
t
こ
と
で
、
印
象
の
強
い
仕
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
0
て
安
全
・
安
心
な
企
画
に
す
る

た
め
、
喫
前
に
本
企
画
で
使
用
す
る
施
設
や

ル
ー
ト
の
安
全
を
2
度
チ
エ
ッ
ク
し
ま
し
た
そ

れ
に
ょ
り
、
い
く
つ
か
の
危
険
箇
所
を
洗
い
出
し

ま
し
た
。
そ
の
危
険
筒
所
や
子
ど
も
た
ち
に
ょ
り

注
意
を
払
う
場
面
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
想
定

し
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
バ
ー
に
事
前
に
伝
え
る

な
ど
、
対
策
を
轟
じ
ま
し
た

冒
や
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
向
け
に
は
D
E

P
の
紹
介
文
を
記
載
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

本
企
画
実
施
前
日
に
全
体
り
ハ
ー
サ
ル
を
h
い

ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
当
日
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
す
る
D
E
P
メ
ン
バ
ー
に
参
加
者
と
し
て
企
画

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
際
に
使
用
す
る

コ
ー
ス
の
歩
き
時
問
を
計
る
こ
と
で
、
危
険
箇
所

や
子
ど
も
た
ち
に
注
意
す
、
へ
き
場
面
な
ど
、
改
め

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
の

か
、
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
心
構
え
も
確
認
し

ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
を
通
し
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
と

現
実
の
世
界
を
上
手
く
繋
げ
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
全
員
で
徹
底
し
た
世
界
観
を
作
り
上
げ
る

こ
と
の
重
要
性
に
も
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
改
め
て
当
日
ま
で
に
改
善
で
き
る
部

分
を
出
し
合
い
、
対
策
を
練
り
ま
し
た

キ
フ
ク
タ
ー
ル
心
定

企
画
班
で
は
十
ど
も
た
ち
が
「
ト
レ
ジ
ャ

タ
ー
」
で
あ
る
と
内
覚

し
て
も
ら
う
為
に
登

場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
ま
し
た
登
場
す

る
刺
客
に
は
、
「
り
サ

イ
ク
ル
」
「
エ
ル
ニ

ニ
ョ
」
「
森
林
.
朗
マ

チ
ユ
ピ
チ
ユ
 
C

使
用
ナ
る
備
品

本
企
画
で
使
用
す
る
備
品
は
、
自
分
た
ち
で
作

成
す
る
よ
う
に
努
め
、
そ
れ
以
外
は
購
入
ま
た

は
レ
ン
タ
ル
し
て
補
い

ま
し
た
登
場
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
身

に
つ
け
る
衣
装
や
小

道
具
な
ど
に
も
こ
だ
^

わ
り
ま
し
六

企
画
の
ハ
ン
フ
レ
ッ

一

一

ト
や
ト
レ
ジ
ャ
ー
マ
ッ

プ
は
イ
ラ
ス
ト
を
多

く
取
り
人
れ
、
視
覚

的
に
も
楽
し
く
な
る

工
夫
を
し
ま
し
た

ハ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
企
画

の
あ
ら
す
じ
や
登
場

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

特
徴
を
書
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
あ

ら
か
じ
め
企
画
の
趣

P
メ
ン
バ
ー
が
積

極
的
に
子
ど
も
た

ち
に
話
し
か
け
る

二
と
で
、
緊
張
気

、

味
だ
う
た
了
ど
も

た
ち
と
も
打
ち
解

け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

各
ス
テ
ー
ジ
の
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
兀
気
と
勢
い
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、
り
ハ
ー
サ
ル
通
り
の
流
れ
で
問
題
な

く
実
施
で
き
ま
し
た
前
日
の
り
ハ
ー
サ
ル
で
は
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
環
境
へ
の
思
い
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
ひ
と
つ
の
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
ビ

と
に
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
な
り
、

丁
寧
に
伝
え
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

艮
終
ス
テ
ー
ジ
が
終
わ
り
、
了
ど
も
た
ち
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 
4
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
い
く
0
か
作
り
、
ス
タ
ッ
フ
を

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
配
置
さ
せ
る
こ
と
で
、
会

話
を
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
企
画
は
定
刻
通
り
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
十
ど
も
た
ち
を

保
護
者
の
兀
ま
で
全

員
で
送
り
届
け
、
見

送
り
ま
し
た
。
小
雨

が
降
る
中
で
の
企
画

?

実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
ト
ラ
プ
ル
も
な
く

全
員
が
笑
顔
で
予
を

振
り
帰
っ
て
く
れ
た
こ

と
に
、
喜
び
を
感
じ

を
制
作
し
ま
し
た

こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
映
像
の
送
付
の
際
に
同
封
し

た
保
護
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
主
題
が

明
確
で
子
ど
も
仁
も
分
か
り
や
す
く
良
い
企
画

だ
う
た
」
こ
れ
は
り
サ
イ
ク
ル
で
き
る
の
?
』
な

ど
聞
い
て
く
る
よ
う
に
な
ウ
六
な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ま
た
、
普
段
の
生
活
で
あ
ま

り
接
す
る
こ
と
の
な
い
大
学
生
と
の
触
れ
合
い

を
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。
事
後
映
像
の
D
V
D
で
は
、
「
画

面
に
映
う
た
自
分
の
姿
を
見
て
と
て
も
喜
ん
で
い

た
」
と
い
う
意
見
も
頂
き
、
当
初
の
目
的
を
達
成

で
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
映
像
制
作
で
は
、
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映

像
活
用
の
新
た
な
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ど
ぅ
す
れ
ぱ
制
作
し
た
映
像
を
最
後

ま
で
見
て
も
ら
え
る
か
、
ま
た
、
環
境
に
対
し
て

よ
り
興
味
を
深
め
て
も
ら
え
る
か
。
あ
す
み
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
活
動
の
根
幹
を
成
す
こ
の

問
い
に
、
こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
映
像
で
つ
の
答
え

を
提
示
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た
だ
こ
の
映

像
制
作
は
、
あ
く
ま
で
も
対
象
が
少
人
数
で
あ

る
た
め
、
成
り
立
っ
た
こ
と
で
す
。
今
後
も
、
い
か

に
視
聴
者
に
映
像
を
見
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に

環
境
に
興
味
を
持
う
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
2
日
捌
も
伺
様
に
企
画
実
施
す
る
予
定
で
し

た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
安
全
面
に
配
慮
し
中

止
と
い
う
措
羅
を
と
り
ま
し
た
。

.
'
V

、

.

●
喫
後
企
画

空
デ
ィ
ノ
グ
映
像
の
制
作
と/
ノ
ケ
ー
ト
闘
食

ク
ロ
ー
バ
ー
祭
企
画
の
終
了
後
、
「
子
ど
も
た
ち

が
イ
ベ
ン
ト
で
感
じ
た
こ
と
を
、
そ
の
場
だ
け
の
も

の
に
し
た
く
な
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
f
ど
も
た
ち
へ
送
付
す
る
エ
ン
、
デ
ィ
ン

グ
映
像
を
制
作
し
ま
し
た
こ
の
映
像
で
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
は
企
画
当
日
の
映
像
で
す
二
れ
は

「
自
分
が
出
演
し
て
い
る
」
こ
と
で
映
像
が
子
ど
も

に
と
つ
て
特
別
な
意
味
を
持
ち
、
じ
つ
く
り
と
映

像
を
見
て
く
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

こ
の
映
像
は
、
当
日
に
企
画
の
冒
頭
で
流
し
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
と
連
動
し
て
お
り
、
宝
石
を

盗
ん
だ
「
ボ
ス
は
実
は
悪
者
で
は
な
か
0
た
、
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
続
い
て
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
実
際
に
森
林
で
感
じ
た

こ
と
だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題
に
関
す
る
具
体

的
な
知
識
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
企
画
に
登
場

し
た
5
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
佑
前
に
合
わ
せ
て

環
境
問
題
を
学
べ
る
と
い
う
構
成
に
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
第
ー
ス
テ
ー
ジ
で
登
場
し
た
り
サ
イ

ク
ル
の
場
面
で
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
が
ど
の
よ
う
に
役

立
つ
の
か
、
第
3
ス
テ
ー
ジ
で
登
場
し
た
森
林
三

朗
の
揚
面
で
は
、
森
林
の
減
少
が
及
ぼ
す
影
饗

第
4
ス
テ
ー
ジ
で
登
場
し
た
マ
チ
ユ
ピ
チ
ユ
の
場

面
で
は
世
界
遺
産
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
随
所
に
取
り
人
れ
、
 
f
ど
も
た
ち

が
視
覚
的
に
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や

す
く
環
境
問
題
に
関
す
る
解
説
を
人
れ
、
映
像
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完
全
三
ユ
ア
ル
制
作

企
画
実
廠
後
、
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
、
完
全
マ
一
左
ア
ル
の
制
作
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
の
活
動
で
は
、
企
画
の
実

施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
収
集
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
う
だ
け
で
、
そ
の
企
画
内
容
を
記
載
し
た
文

書
な
ど
の
制
作
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
完
全

マ
ニ
ユ
ア
ル
を
制
作
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
今
後

同
様
の
企
画
を
実
施
す
る
場
合
に
、
「
企
画
の
保

存
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
た
た

め
で
す
完
全
マ
一
エ
ア
ル
で
は
、
企
画
班
・
映
像
制

作
班
・
広
報
班
で
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
箇
所
を
制
作

し
、
<
画
実
施
に
あ
た
っ
て
の
背
景
や
目
的
、
企

画
内
容
な
ど
を
詳
細
に
記
載
し
ま
し
た
。
例
え

ぱ
、
ス
タ
ッ
フ
り
ス
ト
の
へ
ー
ジ
で
は
、
企
画
の
プ
ロ

デ
ユ
ー
サ
ー
が
ど
の
よ
う
な
役
割
で
あ
る
か
、

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
ど
の
視
点
か
ら
企
画
を
作
り
上

げ
て
い
く
か
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
演
者
の

ヘ
ー
ジ
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
演
者
の
セ
リ
フ
、
着
用
し
た
衣
装
は
文
章
だ
け

で
な
く
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。

客
観
的
な
視
点
で
書
く
」
と
い
う
こ
と
に
留
意

し
、
第
3
者
が
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
写

真
や
絵
地
図
な
ど
を
使
い
視
覚
的
に
も
わ
か
り

や
す
い
マ
一
三
ア
ル
の
制
作
を
心
が
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
企
画
に
参
加
す
る
全
て
の
人
の
動
線
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
「
企
画
マ
ッ
プ
」
を
、
完
全
マ
一
工

ア
ル
用
に
新
た
に
制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
必
要
な

備
品
や
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル

な
ど
、
企
画
に
使
用
さ
れ
た
全
て
の
資
料
を
ま
と

め
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
の
反
省

あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
本
企
画
を
実
施
し
た
後

日
に
全
参
加
者
と
そ
の
保
護
者
の
方
々
に
向
け

て
、
事
後
映
像
を
収
録
し
た
D
V
D
を
送
付
す
る

と
と
も
に
、
本
企
画
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力

し
て
も
ら
い
ま
し
た
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
は
参
加

者
(
子
ど
も
)
用
と
保
護
者
用
の
2
極
類
に
分
け

て
各
々
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
恊
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
用
で
は
極
力
難
し
い
表
現
は
避
け
、

子
ど
も
で
も
容
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
の
意
図

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
本
企

画
に
参
加
し
た
感
想
や
そ
の
後
の
意
識
、
生
活
習

慣
の
変
化
に
う
い
て
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
保
護

者
に
は
本
企
画
に
関
す
る
感
想
や
評
価
に
加
え

て
、
本
企
画
に
参
加
後
の
参
加
者
の
意
識
や
様

子
の
変
化
に
つ
い
て
も
質
問
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
本
企
画
が
参
加
者
の
「
環

境
」
に
関
す
る
意
識
の
向
上
や
外
で
遊
ぶ
機
会
の

増
加
に
貢
献
で
き
た
の
か
を
評
価
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
対
し
て
意
識
す
る
よ

う
に
な
ウ
た
と
い
う
意
見
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
企
画
の
細
か
な
点
で
の
課
題
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
本
企
画
に
お
け
る
世
界
観
の
設
定
に

甘
い
点
が
見
え
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
私
た
ち
が
者
え
て
い
る
以
上
に
十
ど
も
た
ち

の
感
性
は
豊
か
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
何
気
な
い
一
言

が
、
子
ど
も
た
ち
と
企
画
の
世
界
観
を
作
う
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
六

け
が
は
な
か
っ
た
も
の
の
安
全
面
に
お
い
て
危

険
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
今
後

は
こ
れ
ら
の
反
省
点
を
活
か
し
て
、
よ
り
質
の
高

い
映
像
制
作
活
動
に
注
力
し
て
い
き
た
い
で
す

口
あ
す
み
チ
エ
ン
ネ
ル
&
環
境
特
集
2

1
目
的
1

伺
志
社
大
学
で
は
3
年
前
か
ら
夏
は
部
度
、
冬

は
⑳
度
の
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を
採
用
し
、
省
工

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
旗
振
り
役

と
な
っ
て
い
る
の
が
D
E
P
で
あ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
委
員
会
で
す
。
本
年
度
に
は
、
省
エ
ネ
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
を
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
に
対
す
る

活
動
も
少
し
ず
つ
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
大
変
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
に
も
閨
わ

ら
ず
、
学
生
、
教
職
員
、
そ
し
て
社
会
に
対
し
て

こ
の
省
エ
ネ
活
動
の
意
義
を
知
る
場
面
が
少
な

く
、
あ
ま
り
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん

こ
れ
は
、
 
D
E
P
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
志
社
大

学
と
し
て
非
常
に
も
う
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

上
記
の
現
状
を
踏
ま
え
、
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
決
算
を
通
じ
、
省
工

ネ
活
動
の
成
果
を
映
像
に
ま
と
め
、
同
志
社
大

学
生
、
ま
た
京
都
府
民
を
中
心
に
周
知
し
ま
す

亀

2
0
1
1
年
度
の
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
課

題
が
多
く
残
る
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
目
標
に
挙

げ
た
「
テ
レ
ビ
放
映
」
の
未
達
成
に
ょ
り
、
不
特
定

多
数
に
向
け
て
の
環
境
啓
発
を
試
み
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
目
標
に
対
す
る
取
り

組
み
方
を
見
直
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
設
定
か
ら
達
成
ま
で
の
計
画
を
明

確
に
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
活
動
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

ク
ロ
ー
バ
ー
捺
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
特
定
の
対
象
で

は
あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に

環
境
問
題
の
知
識
や
、
自
然
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
映

像
の
新
し
い
可
能
性
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
成
果
は
発
信
対
象
を
考
え
た

番
組
制
作
を
行
0
た
こ
と
か
ら
得
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
1
度
の
反
省
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活

か
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
環
境
に
対
す
る
意
識

の
啓
発
が
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
ま
た
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
も
っ
と

新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

司

゛

1
放
映
先
1

現
在
、
ウ
エ
ブ
ヘ
ー
ジ
で
の
映
像
配
信
を
予
定
し

て
い
ま
す
放
映
臼
は
太
定
で
す

近
年
、
世
の
中
で
は
環
境
問
題
が
注

目
さ
れ
、
地
域
か
ら
日
本
ま
た
、
世
界

へ
と
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
様
々
な
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
私

た
ち
も
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
際

に
、
世
の
中
の
流
れ
を
知
る
こ
と
は
大

事
で
す
ま
た
、
時
流
に
合
わ
せ
て
環

境
に
関
心
の
薄
い
方
々
に
効
果
的
に
啓

発
し
や
す
く
な
り
ま
す

こ
こ
で
は
、
今
ど
の
よ
う
な
環
境
問

題
が
深
刻
で
、
ま
た
、
と
の
よ
う
な
解

決
策
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
か
を
、

世
界
や
日
本
の
動
き
と
合
わ
せ
何
例

か
を
紹
介
し
、
解
説
し
て
い
き
ま
す

1
番
組
の
制
作
と
内
容

D
E
P
で
毎
年
行
っ
て
い
る
省
エ
ネ
活
動
を
映
像

に
収
め
、
そ
れ
を
一
本
の
映
像
に
し
ま
す
大
学

の
省
エ
ネ
活
動
の
在
り
方
な
ど
が
主
な
切
り
口

で
、
毎
午
伺
志
社
大
学
が
行
っ
て
き
た
膨
大
な

デ
ー
タ
か
ら
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
映
像
に
ま

と
め
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
初
の
試
み
で
あ
る
省

エ
ネ
サ
ミ
ッ
ト
の
様
子
も
盛
り
込
む
予
定
で
す

凱
ザ
ミ
ツ
ト
ト

2
0
1
0
年
円
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

C
O
P
円
で
は
、
生
物
多
様
性
の
3
つ
の
定
義
の
ー
つ
で
あ

る
「
遺
伝
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
(
A
B
S
)
」
に
つ

い
て
、
遺
伝
資
源
の
豊
富
な
発
展
途
上
国
と
製
品
を
製
造
す

る
先
進
国
と
の
間
で
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
連
生
物
多
様
性
の
川
年
」
は
こ
の
C
o
p
m
で
制
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
「
名
古
屋
議
定
害
」
と
「
愛

知
タ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

生
物
絶
滅
の
ス
ピ
ー
ド
が
こ
こ
1
0
0
年
の
間
で

1
0
0
0
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、

2
0
1
0
年
以
降
の
目
標
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

目
標
の
内
容
は
、
短
期
目
標
と
し
て
、
2
0
2
0
年
ま
で

生
物
多
様
性
の
損
失
を
食
い
止
め
る
こ
と
と
、
長
期
目

ι標
と
し
て
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
、
生
物
多
様
性
を
現
状
以

上
に
豊
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

2
0
1
2
年
に
は
イ
ン
ド
で
C
O
P
リ
が
開
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
日
本
で
も
、
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
目
標
を
達
成
し

て
い
る
か
ど
ぅ
か
を
「
見
え
る
化
」
す
る
プ
ロ
シ
エ
ク
ト
か
動

き
出
し
て
い
て
、
(
※
1
)
一
ハ
C
Z
'
」
を
中
心
に
、
日
本
中
の
生

物
多
様
性
に
関
す
る
、
様
々
な
環
境
団
体
が
活
動
し
て
い
ま

す

又
1
}
一
e
z
・
・
・
国
際
自
然
保
護
迎
合
の
日
本
委
員
会
で

自
然
保
護
や
生
物
種
の
保
誕
に
敢
り
組
ん
で
い
る

地
球
サ
ミ
ッ
ト
と
は

1
9
9
2
年
に
り
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
国
際
連
合
が
開
催
し
た
、

「
環
境
と
開
発
」
に
関
す
る
国
際

連
合
会
議
の
こ
と
で
す
。
環
境
と

開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
は
柏

年
で
と
に
開
か
れ
て
い
て
、
以
前

に
は
ス
ト
ッ
ウ
ホ
ル
ム
や
ナ
イ
ロ

ビ
で
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

リ
オ
で
の
会
議
が
地
球
サ
ミ
ッ

ト
と
し
て
広
ま
っ
た
理
由
に
は
、

環
境
と
開
発
に
関
す
る
り
オ
宣

一
言
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
国
々
が
ど

の
よ
う
に
し
て
環
境
に
配
慮
し

施
策
を
行
う
べ
き
か
な
ど
の
理

念
に
基
づ
い
た
宣
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
こ
れ
を
機
に
、
地
球
環

境
問
題
に
向
け
て
C
O
P
が
何

回
も
開
か
れ
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
る
の
で
す

誓
手

1
9
9
2
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
⑳
年
が
経

ち
、
再
び
2
0
1
2
年
に
り
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
 
1
9
9
2
年

に
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
て
か
ら
、
気
候
変
動

生
物
多
様
性
E
S
D
な
ど
様
々
な
な
観
点
で
問

題
が
浮
上
し
て
、
ま
だ
ま
だ
、
持
続
可
能
な
社
会

に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
2
で
も
う
一
度
、

⑳
年
間
で
ど
う
い
う
成
果
が
残
せ
た
の
か
、
ど
の

よ
う
な
反
省
点
が
あ
っ
た
の
か
が
し
つ
か
り
と
議

論
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
方
針
が
決
ま
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
日
本
で
も
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
自
分
た
ち
若
者
も
含
め
た
多
様
な
世
代
の
人

が
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
関
心
を
も
ち
、
意
見
を
吸
い

上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に
し
て
い
く
よ
う
で

す

2卯
地
球
サ
ミ
ッ
ト
.
m
り
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

1

1

1卯
ア
ー
ス
デ
ィ
東
京
開
始

し

25

持
続
可
能
な
開
発
と
は
、
次
世
代
の
人
た
ち
の

利
益
が
損
な
わ
な
い
程
度
で
、
地
球
資
源
の
有
限

性
を
意
識
し
な
が
ら
環
境
を
破
壊
せ
ず
に
利
益

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

E
S
D
(
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
と

は
持
続
可
能
な
開
発
を
人
々
に
普
及
す
る
た
め

の
教
育
を
重
視
し
、
そ
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
学
生
か
地
域
に
特
有
の

自
然
に
触
れ
合
っ
て
そ
の
利
用
の
歴
史
を
学
ん

だ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い
る
企
業

や
団
体
と
か
か
わ
り
、
り
サ
イ
ク
ル
品
の
流
通
を

学
習
し
た
り
、
N
P
0
に
イ
ン
タ
ー
ン
す
る
機
会

を
提
供
し
た
り
と
様
々
な
形
で
日
本
世
界
中
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

E
S
D
の
円
年
の
最
終
年
、
2
0
1
4
年
に

は
、
岡
山
と
愛
知
名
古
屋
で
国
際
会
議
が
開
か

れ
、
扣
年
間
の
成
果
の
報
告
と
見
直
し
が
さ
れ
ま

ヒ
ヒ
一
司

月
 
E

卯
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

2

ワ
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
切
会
議

の
W
年
問
聞
始

連
生
物
多
種
の
川
年
間
開
始

第
一
約
束
期
間
終
了

ト
2
0
1
2

国
連
生
物
多
様
性
の
0
年

環境特集 時流を知ろう!

(地球サミット2012ホームヘージリ)

スタート1地球サミツトユ012
1-、ギ 尋尋

2020

33

202

2014 優一ー'也一一京

2010
201220122011 2011

球都
サ議
ミ定

iイ
'亀

34

2000



回
生
G
C
所
属
の
吉
永
由
美

1
佳
が
イ
ン
タ
ビ
ユ
ア
ー
と
な
っ
て
、

今
年
度
で
卒
業
さ
れ
る
先
輩
方
6

人
に
D
E
P
に
入
っ
た
き
っ
か
け
、

印
象
に
残
っ
た
活
動
、
 
D
E
P
に

入
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
聞

き
し
、
最
後
に
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た

D
E
P
に
入
っ
た
き
0
か
け
は
?

高
校
生
の
時
か
ら
映
像
を
作
り
た
く
て
、
な

ん
か
で
き
る
と
こ
な
い
か
な
あ
つ
て
思
う
て
た
ら

D
E
P
の
広
告
で
「
映
像
作
れ
ま
す
」
つ
て
書
い

て
あ
る
の
を
み
か
け
ま
し
た
。
 
D
E
P
な
ら
大

学
の
団
体
や
し
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
活
動
が
で
き

る
か
な
と
思
っ
た
の
で
入
り
ま
し
た

D
E
P
の
先
輩
方
と
知
り
合
っ
て
仲
良
く
な

り
、
サ
ミ
ッ
ト
が
終
わ
0
て
か
ら
、
い
0
の
問
に

か
D
E
P
に
人
っ
て
い
ま
し
た
。

社
会
に
目
を
配
っ
て
村
田
諒
平

1
D
E
P
に
入
つ
ぞ
ん
な
風
に
成
長
し
し

た
か
?
今
ま
で
は
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ず
ぱ
ず

ぱ
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
風
に
は
言

わ
な
い
よ
う
な
術
を
覚
え
ま
し
た
。
あ
と
、

い

ろ
ん
な
先
輩
を
見
て
き
て
、
プ
ロ
、
シ
エ
ク
ト
を
ど

う
運
営
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
を
学
ん
で

き
ま
し
た

伽

ロ
イ
ン
タ
ピ
ユ
ー

、
れ
ら
D
E
P
に
ど
ぅ
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

?あ
ら
ゆ
る
人
が
D
E
P
に
関
わ
れ
る
機
会
が

あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
活
動
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
つ
た
り
、
活
動
で
き
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
れ
に
い
ろ
ん
な
人
に
入
0
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね

【
【
 
t
 
【

1
印
象
に
残
つ
て
い
る
活
は
?

全
部
の
活
動
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
で

も
、
そ
の
小
で
、
あ
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
初
め
て

の
企
画
で
+
E
を
取
材
し
て
一
本
の
映
像
に
仕

上
げ
て
上
映
す
る
と
い
う
の
が
あ
0
た
ん
で

す
。
人
側
関
係
と
か
、
仕
事
の
こ
な
し
方
と

か

何
に
も
知
ら
な
い
の
に
ぐ
い
ぐ
い
進
ん
で

、

行
っ
て
、
失
敗
し
ま
し
た
。
小
規
模
な
の
に
企

画
を
こ
な
す
の
っ
て
こ
ん
な
に
大
変
な
の
か

と
号
え
を
改
め
ま
し
た
。
初
め
に
成
功
せ
ず
に

失
敗
し
た
の
は
い
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
ナ

初
め
か
ら
う
ま
く
い
0
て
い
た
ら
学
び
は
な
か
う

た
は
ず
だ
か
ら
。

1
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

自
分
た
ち
の
世
界
だ
け
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に

社
会
全
体
に
目
を
配
っ
て
ほ
し
い
で
t
。
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
を
迪
求
す
る
の
も
大
班
だ
け

ど
、
本
当
に
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
迫
求
し
て
ほ
し
い

で
す
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
企
画
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね

変
わ
る
こ
と
成
長
す
る
こ
と

1

鹿
取
大
砧

1
D
E
P
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
?
ー

0
目
は
、
緊
境
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
二
つ
目
は
、
今
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新

入
生
歓
迎
会
で
現
在
3
回
生
の
栗
原
さ
ん
に

出
会
い
、
 
D
E
P
の
こ
と
を
問
き
ま
し
た
。
今
ま

で
高
等
専
門
学
校
で
真
面
目
な
二
と
を
し
て
い

な
か
っ
た
分
、
大
学
で
は
何
か
し
よ
う
と
思
っ
て

D
E
P
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

1
D
E
P
に
入
っ
た
っ
、
'
は
?

2
 
0
0
 
8
^
に
D
E
P
が
中
心
と
な
っ
て
開

催
さ
れ
た
世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
.
m
京
都

の
実
行
委
員
会
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に

ー
こ
れ
か
ら
D
E
P
に
ど
ぅ
な
つ
て
ほ
し
い
で
す

か
?環
境
に
つ
い
て
学
生
が
何
か
を
学
び
取
れ
る

い
い
教
育
機
関
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す

D
E
P
じ
入
ど
ん
な
風
b
成
長

」
力
?

人
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
闘
く
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
あ
と
、
 
D
E
P
で
は
よ
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
け
ど
、
そ
の
時
に
ど
ぅ
い
う
立
場
で
も
の

を
見
た
ら
い
い
か
と
か
、
ど
ぅ
い
う
意
見
を

言
っ
た
ら
い
い
か
と
い
っ
た
こ
と
が
瞬
時
に
判
断

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学

村
理
環
】
】
地
歴

】
】
名
部
身
動

氏
学
出
活

1
印
象
に
残
0
て
い
る
活
は
?

m
に
易
「
勺
=
0
-
0
 
閃
山
乏
 
N
(
S
P
Z
)
で
す
。
こ

の
企
画
の
内
容
は
、
京
都
の
観
光
地
を
留
学
生

と
回
っ
て
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
に
あ

る
環
境
に
関
す
る
も
の
を
探
し
て
写
真
を
撮
っ

て
き
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
企

画
は
自
分
が
G
C
の
り
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
か
ら

初
め
て
の
企
画
で
、
た
く
さ
ん
の
留
学
生
が
集

ま
う
て
く
れ
た
の
で
、
メ
ン
バ
ー
が
「
国
際
」
と
い

う
も
の
を
り
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
企

画
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
2
回
生
の
秋

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
環
境
学
生
討
論
会
で

す
自
分
は
副
議
長
と
国
際
貢
献
文
化
会
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
し
て
、
日
本
が
こ
れ
か

ら
世
界
に
ど
ぅ
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く

の
か
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

【
【

1
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
粘
願
い
し
ま
す

や
っ
ぱ
り
中
途
半
端
に
や
る
よ
り
、
ち
ゃ
ん

と
終
わ
ら
せ
て
か
ら
次
の
企
画
に
手
を
付
け
た

ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。
あ
と
、
失
敗
す
る
こ
と
は

い
い
こ
と
。
い
っ
ぱ
い
失
敗
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と

を
学
べ
ま
す
そ
れ
と
先
輩
と
か
友
達
に
客
観

的
に
自
分
を
見
て
も
ら
つ
て
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
う

す
る
こ
と
で
由
分
の
使
命
だ
0
た
り
役
割
だ
0

た
り
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
か
ら
い
ろ
ん
な

人
と
出
会
っ
て
、
自
分
も
変
わ
れ
ま
す
変
わ

る
こ
と
成
長
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
ま
す

【
【

無
駄
の
な
い大
学
生
活
を

高
山
俊
一

美
女
会
県
み
ネ

社
社
庫
す
工

村
志
代
兵
あ
省

竹
同
現
】
】
地
歴

ー
}
名
部
身
動

氏
学
出
活

ぶ
つ
か
っ
た
壁
の
分
だ
け

大
き
く
な
れ
る

田
畑
,
志

1
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
粘
願
い
し
ま
す

D
E
P
は
大
学
生
の
団
体
だ
か
ら
楽
し
ん
で

ほ
し
い
で
t
。
企
画
作
り
は
大
変
だ
け
ど
、
企

画
が
終
わ
っ
て
か
ら
楽
し
か
っ
た
と
思
う
た
り

達
成
感
が
得
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
大

学
生
活
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
て
、
無
駄

の
な
い
大
学
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
そ
れ

と
、
 
D
E
P
の
活
動
で
な
く
い
ろ
ん
な
活
動
を

す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
人

達
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
自
分
の
毒
え
に
磨
き

が
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
得
た

知
識
、
経
験
を
D
E
P
に
還
兀
し
て
ほ
し
い
で

す

1
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

自
分
は
こ
こ
な
ら
負
け
な
い
っ
て
い
う
何
か
を

見
う
け
て
ほ
し
い
で
す
。
 
D
E
P
だ
け
じ
や
な
く

て
も
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ぶ
つ

か
っ
た
壁
の
分
だ
け
大
き
く
な
れ
る
と
思
い
ま

す
で
も
へ
こ
た
れ
な
い
よ
う
に
。
へ
こ
た
^
た
と

き
は
話
し
に
き
て
く
だ
さ
い
。

全
力
で
取
り
組
も
う
1
●

田
陽
平

つ
り
環
境
の
議
論
を
し
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
す

ご
く
熱
く
て
。
こ
う
い
う
熱
い
の
っ
て
い
い
な
あ
つ

て
思
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
ず
っ
と
こ
う
い
う
熱
い

活
動
を
し
た
い
な
っ
て
思
っ
て
ま
す
。

1
D
E
P
に
入
っ
た
き
0
か
け
は
?

回
生
の
時
に
他
の
環
境
サ
ー
ク
ル
に
所
属

1
し
て
い
た
の
で
す
が
、
 
2
回
生
に
な
っ
て
か
ら
違

う
^
^
で
^
し
い
こ
と
が
し
た
く
な
り
、
当
^

D
E
P
に
所
属
し
て
い
た
先
輩
に
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
 
D
E
P
に
人
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

後
輩
た
ち
に
メ
ソ
セ
ー
フ
を
為
顧
い
し
ま
す

と
り
あ
え
ず
後
悔
せ
ん
よ
う
に
と
い
う
か
、

全
力
で
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
ま
で
の
経
験
か

ら
、
そ
こ
に
全
力
を
か
け
れ
ぱ
か
け
る
だ
け
成

長
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
<
止

画
に
対
し
て
思
い
入
れ
が
あ
れ
ば
あ
る
だ
け

や
っ
ぱ
り
頑
張
れ
る
し
、
頑
張
れ
ぱ
頑
張
る
ほ

ど
思
い
入
れ
も
強
く
な
っ
て
い
く
。
終
わ
う
た
後

に
み
ん
な
で
「
あ
あ
終
わ
っ
ち
ゃ
0
た
な
」
0
て
、

さ
み
し
い
な
ウ
て
思
え
る
よ
う
な
企
画
を
や
う

て
ほ
し
い
で
す
ね
 
D
E
P
で
は
そ
う
い
う
場
を

提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
そ
う
い
う

こ
と
が
社
会
に
出
た
時
に
役
に
立
つ
と
思
い
ま

す

＼

氏
学
出
活

【
【

【
【

゛

日

{
【

K

1
D
E
P
に
入
つ
た
き
つ
か
け
は
?

社
会
人
に
な
る
前
に
な
に
か
役
に
立
つ
こ
と

を
や
0
て
お
き
た
か
0
た
の
で
2
回
生
の
時
に

入
り
ま
し
た
。

゛

＼

1
印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動
は
?

D
E
P
に
は
ま
だ
所
属
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
 
1
回
生
の
時
に
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

゛
、
、
て
参
加
し
た
世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
.
m
京

都
で
す
 
D
E
P
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
の
を
見

て
、
当
時
1
回
生
だ
っ
た
僕
は
、
火
学
生
は
こ

ん
な
こ
と
ま
で
で
き
る
の
か
!
と
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
輩
た
ち
の
姿
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん

、

、

、

【
【

1
D
E
p
b
 
ナ
き
0
か
け
は
?

も
と
も
と
大
学
で
環
境
問
題
に
取
り
組
み
た

く
て
、
そ
の
時
に
当
時
の
D
E
P
の
先
輩
が
話
し

か
け
て
く
だ
さ
つ
た
の
で
話
を
問
き
に
行
き
、
、し

い
な
と
思
0
た
の
で
は
い
り
ま
し
た
。

一
れ
力
 
D
E
P
に
ど
ぅ
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

力

氏
学
出
活
現

め
う
ち
ゃ
大
き
い
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
わ
け
で

は
な
い
け
ど
、
た
だ
、
一
人
に
で
も
い
い
か
ら
何

か
影
響
力
の
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す

そ
う
や
っ
て
環
境
問
題
に
興
味
が
あ
る
人
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す

【
【

何
も
考
え
ず突
っ
走
れ
1
●

竹
村
美
佳
里

r

【
【

1
印
象
に
残
0
て
い
る
活
動
は
?

世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
.
m
京
都
は
す
ご

か
っ
た
1
 
運
営
委
員
会
は
泊
ま
り
込
み
で
が
っ

1
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
粘
願
レ
し
ま
す

失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
最
後
ま
で
や
り

し
よ
う
。
み
ん
な
は
先
読
み
し
す
ぎ
る
か
ら
、

何
に
も
考
え
ん
と
ぱ
ー
つ
と
突
0
走
っ
て
。
だ
め

な
と
き
は
先
輩
と
か
が
止
め
て
く
れ
ま
す
。
失

敗
し
て
や
っ
と
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
と
り

あ
え
ず
行
動
し
て
み
ま
し
よ
う
ー

~卒業する先輩方に訊く~

【氏名】濱田陽平
【学部】経済学部
【出身地1 兵庫
【活歴】
前あすみチャンネルリーダー
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里

大

字部

チヤン才、ル及び
、斤属

一平田

部工
境システム学科

府京
現DEPリーダー
2回生時にGCリーダー

これからのDEP

氏名】田畑剛志
学部】学部法律学科
出身地】京都府
動歴】
3回生時にGCリー

名】鹿取大祐

部】理工学部
エネルギー機械工学科

身地】岐阜県
動歴】
あすみチヤンネルリーダー

名】高山俊一
部】理工学部

環境システム学科

身地】埼玉県

動歴】前E・ρh0リーダー
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棄斤カバー
環境問題に関心のある方はもちろん、環境教育・国際交流・馴象製作・政策提言・webサイト製
作に少しでも興味のある方は下記の連絡先までこ連絡くださいメンバーは随時募集している
ので、いつでも活動について説明をいたします

D印の特徴

.サークルではない、大学組織だからできる大規模な活動

.多学部多学科、多様なメンバー

.自分のスキルUPもできる!!

Ⅱ
..

MA比:dep.asumi@gmail.com
HP : http://eco・pro.doshisha.ac.jp/

OP会
2011年2月に、D印のOPて構成されるOP会が発足しました!OP会とは、OBとOGをまとめた人を
指します
頼もしいOP会が存在することでJ見イ旦メンバーは設立当初の想いを引き継ぎながら、さらな
る発展を目指すことがてきますまた、OP会はOPが社会に出て得た知識や経験を、現役メンバ
ーが利用しやすい環境を整えていきます

編帳め

Web

サイト

過去と未来のDEP

D印に入って1年目の私にとっては全てがはじめての経験でした。2011年度の年間報告書を
作成するにあたって過去数年の年間報告書を読みました。過去のD印メンバーの姿を知らな
い私にとってはとても新鮮で、「D印ってこんな人がいたんだ」「こんな活動していたんだ」と、私
が知らないD印の姿がそこにはありました今後、年間報告書を開いてみたときに「自分はこん
な風に思っていたんだな」「こんな先輩たちがいたんだな」と少しでも今のメンバーの声を残し
ておきたいと思い、D印メンバーに「来年度への抱負と意気込み!」を考えてもらいました 20Ⅱ
年度DEPの報告としてこの年間報告書を残すとともに、DEPメンバーの足跡として、ふっと振り
かえったときに2011年度のメンバーに会えるような年間報告書であるといいてすそして、個々
の「抱負と意気込み」をもって、来年度の活動につなげてもらいたいです。

最後になりましたが、2011年度年間報告書を作成するにあたりましてこ協力をいただきまし
た環境保全・実験実習支援センターの方々、そして全てのD印メンバーに深謝の意を表します

省エネ

高野詩織(3)
法学部

DEP
環境教商

専門分野を深め'
環境人間になる!

映像制作

久野真由子(1)
経済字部

国際交

自分ができることを探す。

森誠三郎(2)
理工字部

政策捉

立派な人になる、

自分の中で言い訳をしない。
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三河千里(3)
法学部

今年もよく笑う!

吉本篤規(3)
経済学部

北畠明佳(1)
同女現代社会学部

知識の習得。研究と実践。

自分のやりたいことを
見つける!

篭橋直人(4)
文学部

村田諒平(4)
理工学部

もっと知識と教養を
身につける。

エコなひとり薯らしの

実践と情報発信

粉川明日香(2)
生命医科学部

栗原和音(3)
理工学部

タ

高山俊一(4
理工学部

杉本聖弥(1)
理工学部

をサクサクこなす

自己満足に終わらない
環境活動!

インプットしまくります"

渡辺大樹(1)
理工学部

積極的な行動を

浅井保匡(4)
経済字部

頑張る。ただひたすらに。
そして挑戦し続ける。
妥協はしない。

勉学をがんばる

2011年度年間報告書

編集後・己,・ー

棚瀬将康(4)
理工学部

小野可織(4)
法学部

杉山沙希(2)
生命医科学部

山本周一(1)
法学部

吉永由美佳(1)
理工字部

研究と学生生活の両立!

持続してやりとげる1!

大人になる"
積極的に生きる"努力する"動く!

充実した毎日が過ごせるように、

1日1日を大仞にしていく(*<<*)j

やりたいことをいっぱいする!

田畑剛志(4)
法学部

山本雅弘(4)
文化情報学部

後輩たちに胸を張り続け
られるような社会人になる

、事を徹底する。
5分前集合を徹底します。

〆野景一郎(4)
経済学部

後藤彩子(4)
商学部

下山凌平(3)
経済学部

どんな困難にも負けない!

新しい環境{こ慣れ
自分を成長させること

自己改革&D印改革

濱田陽平(4)
経済学部

どのDEP同期にも
負けないように頑張る"

藪北寛之(MI)
生命医科学研究科

田中頌宇将(2)
経済学部

厄年に負けない

伊藤友里加(4)
商学部

勉強する1

キラキラした目をもつ

社会人になる:)

福田佑貴(1)
理工学部

何事も新入生の
気持ちでぶつかる!

鹿取大祐(4)
理丁学部

松本歩(4)
文化情報学部

器をつくる、そして吸収

信念を曲げず、楽しく厳しく!!

竹村美佳里(4)
同女現代社会学部

今出川を盛0上げる!!

杉山鈴賀(1)
商学部

吸収!

社会人1年目、たくさん吸収して
地πに貢献します責

丸吉宏和(2)
商学部

りに惑わされずに進め

常に最適な判断、アドバイスが
できる人間になる。

田愛(2)
生命医科学部

見る、考える、行動する

E・ph0を大きくする

本元泰穂(2)
生命医科学部

知性を高める。
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記


